
桜のトンネル、春のかおり。
桜の季節がすぐそこまでやってきました。
皆さん、赤磐の春を探しに出かけませんか？

（関連記事： ７～９ページ）

砂川の桜並木にて
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赤磐市の人口（3月1日現在）
　●人口…45,186人（−5）
　●男…21,602人（−7）　●女…23,584人（+2）
　●世帯数…17,074世帯（+9）

（　）内は2月1日との差
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16 赤磐市まちづくり推進プランを策定

暮らしのカレンダー

20 ズームアップ図書館

21 わたしのあなたの健康 65 
「がんは予防できます！」

22 情報BOX「任意予防接種の助成」ほか

28 スポーツトピックス

30 人権コラム 41 
「誰もが被害者、加害者に…」

31 全国瞬時警報システムJ-ALERT運用開始

32 読者のページ「川柳くまやま」ほか

34 まちのわだい「赤磐市音楽祭」ほか

36 「人」いきいき、「まち」きらり 1 

平成23年度

 施政方針

活性化赤磐市を
5つの「せい」で

●消防団女性部が日本消防協会長表彰受章
　2月24日㈭、消防団熊山方面隊女性部が団活
動の功績を認められ、日本消防協会優良婦人消
防隊表彰「表彰旗」を受章しました。
　日本消防会館（東京都虎ノ門）で行われた第
63回日本消防協会定例表彰式に部長の藤原和美
さんと班長の井上由紀子さんが出席し、その後
市長に受章報告をしました。

広報あかいわ（平成23年4月号） 2



「
自
立
／
自
律
」
し
た

赤
磐
市
を
目
指
し
て

　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
活
力

あ
る
、
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
常
に
市

民
の
側
に
軸
足
を
置
い
て
施
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

も
、
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
無
料

化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
財
政
的
に
大
変
厳
し

い
と
き
で
す
が
、
幸
い
に
も
地
域

活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
な
ど
の
国
の
支
援
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
念
願
だ
っ
た
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
整
備
や
山
陽
幼
稚
園
の
統

合
な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

物
流
を
中
心
と
し
た
産
業
集
積
地

「
あ
か
い
わ
山
陽
総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
」
も
開
発
や
企
業
誘
致
に
向

け
て
の
方
向
付
け
が
完
了
し
ま
し

た
。

　

任
期
半
ば
の
折
り
返
し
点
で
あ

る
平
成
二
十
三
年
度
は
、「
自
立

／
自
律
」
し
た
赤
磐
市
を
目
指
し

て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

地
方
分
権
へ
の
流
れ
は
ま
す
ま

す
加
速
し
、
私
た
ち
は
自
ら
の
責

任
と
判
断
で
自
治
体
を
運
営
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

声明

市民が幸せになれる
赤磐市にしたい。
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長
寿
で
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
健
康
対
策
は
、
日
常
生

活
で
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
と
疾
病

予
防
に
よ
り
、
長
寿
で
健
康
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
各
種
検
診

も
、
対
象
者
が
受
診
し
や
す
い
検

診
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
予
防
の

た
め
の
特
定
健
診
を
充
実
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
対
策
と
し
て
、
受
け
付
け

や
検
診
期
間
を
見
直
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
検
診
を
受
け
や
す
い
体

制
に
整
備
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加
や
ス

ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
通
し
て

多
く
の
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
や
環
太
平
洋
大

学
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

と
も
連
携
し
て
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

　

市
民
病
院
は
、
各
地
の
自
治
体

病
院
と
同
様
に
赤
字
経
営
で
運
営

が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
赤
磐
医

師
会
病
院
と
の
役
割
を
明
確
に
し

な
が
ら
連
携
し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
医
療
機
関
に
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
二
十
三
年

度
の
早
い
時
期
に
そ
の
方
向
付
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
と
提
供
量
の
確
保
に

努
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携
強
化
を
し
て
い
き

ま
す
。
高
齢
者
の
生
活
機
能
を
維

持
向
上
さ
せ
る
た
め
の
介
護
予
防

事
業
や
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
権

利
擁
護
、
認
知
症
ケ
ア
の
充
実
に

努
め
、
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に

よ
る
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
就
業
場

所
の
確
保
、
相
談
施
設
な
ど
の
整

備
強
化
を
進
め
ま
す
。

真
に
子
ど
も
た
ち
が

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

　

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
学
校
教

育
の
充
実
の
た
め
、
教
育
機
関
、

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
、
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
不
登
校
問
題
の
解
決
や
支
援

を
要
す
る
子
ど
も
へ
の
早
期
か
ら

の
教
育
相
談
の
体
制
を
確
立
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
対
応
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
で
ご
審
議
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
真
に
子
ど
も

た
ち
が
学
べ
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
論
議
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
遠
隔
地
か
ら
学
校
へ
通
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
見
直
し
、
ま
た
高

校
へ
の
通
学
に
不
便
を
き
た
す
地

域
に
つ
い
て
は
通
学
時
の
交
通
機

関
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

医
療
費
の
中
学
三
年
生
ま
で
の

無
料
化
の
継
続
や
、
県
下
十
五
市

中
最
も
低
い
水
準
で
あ
る
保
育
料

を
維
持
し
、
子
育
て
教
育
の
ま
ち

赤
磐
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
三
月
で
閉
校
さ
れ

た
旧
備
作
高
等
学
校
跡
地
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
す

の
で
、
有
効
な
利
活
用
で
地
域
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
庁
内
組
織
と
し
て
旧
備

作
高
等
学
校
跡
地
利
活
用
推
進
本

部
を
立
ち
上
げ
、
調
査
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

生活

広報あかいわ（平成23年4月号） 4



施
設
や
路
線
を
整
備
し
て

安
全
・
安
心
の
提
供
を

　

念
願
だ
っ
た
消
防
本
部
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
五
日
市
・
津

崎
地
区
に
用
地
取
得
が
決
定
し

ま
し
た
。
新
消
防
庁
舎
は
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
運
用
で
き
る
よ

う
二
十
三
年
度
に
設
計
、
二
十
四

年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
消
防
防
災
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
着
陸
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
整
備
す
る
な
ど
高
度
な
機
能
を

有
し
た
消
防
本
部
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

交
通
過
疎
対
策
は
、
現
在
市
民

バ
ス
を
十
五
路
線
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
運
行
の
効
率
化
と
利
用
者

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

き
め
細
か
な
運
行
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

の
運
行
実
施
に
む
け
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
運
行
計
画
を
策
定

し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

赤
磐
警
察
署
の
市
内
移
転
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
県
な
ど
の
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
し
て
は
、
特
に
浸
水
被
害
の
防

止
の
た
め
雨
水
対
策
事
業
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
吉
井

川
の
暫
定
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど

に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
完
成
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
積
極
的
に
利
用
す
る
た
め
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
を
進
め
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入

札
な
ど
の
行
政
利
用
や
福
祉
、
産

業
振
興
分
野
で
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
対
策
は
、
現
在
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
は
、
ち
ょ
う
ど
一
年

前
、
三
市
一
町
で
設
立
し
て
い
た

備
前
広
域
環
境
施
設
組
合
を
解
散

し
、
単
市
で
の
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
へ
と
大
き
く
か
じ
を
き
っ

て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
、
津
崎
地
区
の
地
権
者

の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
用
地
取
得
の
手
続

き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
二
十
三

年
度
は
建
設
に
向
け
て
の
設
計

な
ど
本
格
的
な
準
備
に
入
り
、

二
十
四
年
度
中
に
は
本
体
の
建
設

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
建
設

に
つ
い
て
は
石
蓮
寺
地
区
で
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
元
調
整
を
行

い
ま
す
が
、
ご
み
処
理
施
設
本
体

の
完
成
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

山
陽
地
域
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
消
防
本
部
、
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
に
伴
う
下
水
道
本
管

の
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

赤
坂
地
域
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
も

で
き
る
だ
け
早
期
の
整
備
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の

売
り
込
み
や

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

産
業
振
興
は
、
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
「
あ
か
い
わ
山
陽
総
合
流
通

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
誘
致
企

業
の
立
地
に
関
す
る
手
続
が
進
ん

で
お
り
、
本
格
的
に
立
地
へ
向
け

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
で
策

定
し
た
商
工
業
用
地
の
選
定
と
企

業
誘
導
を
図
り
、
雇
用
の
創
出
と

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進

め
、
今
後
用
地
確
保
の
た
め
土
地

開
発
公
社
の
活
用
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
は
、
地
産
地
消
、

赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
込
み
な
ど

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て

新
規
就
農
者
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

農
産
物
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、

個
体
数
の
減
少
に
向
け
、
駆
除
費

の
枠
を
増
や
す
な
ど
総
合
的
な
被

害
防
止
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

整備

盛栄
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徹
底
し
た
事
業
の

見
直
し
を

　

本
市
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
、
歳
入
は
景
気
の
低
迷
に
よ
る

市
税
の
減
収
に
加
え
、
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る
優

遇
措
置
が
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

順
次
縮
減
さ
れ
平
成
三
十
一
年
度

に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ご

み
処
理
施
設
や
消
防
本
部
の
建
設

な
ど
生
活
に
必
要
な
大
型
事
業
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費

の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
徹
底

し
た
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
長

期
的
展
望
に
立
ち
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
に
運
用
し
、
適
切
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く

地
域
に
根
ざ
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

行
政
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
、
法

令
遵
守
と
情
報
公
開
の
徹
底
を
基

本
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
審
議
会
か
ら
の
提

言
を
い
た
だ
い
た
支
所
の
見
直
し

や
小
規
模
高
齢
化
集
落
へ
の
取
り

組
み
、
行
政
の
機
能
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
、
地
域
に
根
ざ
し

た
、
市
民
と
職
員
が
共
に
手
を
取

り
合
っ
て
進
め
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

誠実
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⑪城山公園の桜まつり

⑧松木の桜

⑩焼松の桜

⑤西軽部の染色桜

③東窪田の桜並木 ⑦可真下加山のさくら祭り

⑨熊山遺跡の桜②十七川の桜並木

①砂川桜まつり

④普門院の桜のアーチ

⑥坂辺の桜並木

484

484
52

27

そ
う
だ
、桜
を
見
に
行
こ
う
。

さ
て
、
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
市
内
の
桜
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
と
、

桜
に
あ
わ
せ
て
催
さ
れ
る

お
ま
つ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

︱
春
直
前
企
画
︱
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あかいわの桜

夜は幻想的な装いとなる
砂川沿いの桜並木

砂川さくらまつり
　砂川の桜並木は赤磐医師会病院のそばから
約 500 メートルにわたり続いています。桜が
見ごろを迎えると、道沿いにぼんぼりが取り
付けられ、夜になると幻想的な桜並木を楽し
むことができます。またここでは、15 年ほど
前から「砂川地域ぐるみ」という砂川流域の
5つの地区の住民が組織する団体が、毎年砂
川さくらまつりを開催しています。まつりの
日には地元の有志らが道沿いに、焼き鳥や山
菜おこわなどの出店も出しています。今年も
開催されるそうなので、皆さんも地元のおい
しい食べ物をほおばりながら、桜並木の散歩
を楽しんでみてはいかがでしょうか。

川のせせらぎを
聞きながら桜を愛でる

十七川の桜並木
　十七川沿いの桜並木は、車通り
が少ないので、桜が見ごろを迎え
ると花見客で盛り上がります。耳
をすませば川のせせらぎも聞こ
え、のんびりとした時間を過ごせ
る場所でもあります。

本坊へと続く
美しい桜のトンネル
普門院の桜のアーチ

　普門院の桜は本坊へと続く道沿
いに咲いており、春には桃色の
アーチができます。また 6月ごろ
になると、あじさいが咲き誇りま
す。

桜の川を泳ぐ
こいのぼりたち

東窪田の桜並木
　東窪田を流れる砂川には、桜が咲くころか
ら1カ月ほどの間こいのぼりがかけられます。
満開時に風にたなびくこいたちの姿は、まる
で桜の川を泳いでいるかのようです。

薄いピンクに色づく
桜のアーチ

坂辺の桜並木
　県道 27 号を北に進んでいると、
左手にゴルフ場へと続く薄ピンク
の桜並木が目に留まります。満開
になると並木がアーチ状になり、
トンネルのように見えます。

白から赤へ変化する
珍しい一本桜

西軽部の染色桜
　西軽部には「染色桜」と呼ばれ
る珍しい桜があります。この桜
は咲き始めは白ですが、そこから
徐々にピンク、赤へと変わります。
また、この桜は地元住民によって
管理されており、周辺の草刈りな
どをして、大切にされています。

11
おすすめ
スポット
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★皆さんのおすすめスポットを教えてください！
　今回紹介した以外にも、市内にはまだまだたくさんの桜のきれい
な場所があると思います。そこで皆さんおすすめの桜や、場所を教
えてください。また写真や絵を送っていただければ、後日広報に掲
載させていただくかもしれません。お楽しみに！

◆あて先
〒709-0898
赤磐市下市344
赤磐市役所秘書課 広報担当
◎メールはこちらへ
akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

樹齢が100年近いと
言われる焼松の一本桜

焼松の桜
　滝山には高さが 10 メートルほどの大
きな一本桜があります。この桜は樹齢が
100 年近いとも言われています。地元では
その地名をとって「焼松の桜」と呼ばれ、
住民からも慕われています。

倉懸山道に連なる
薄紅色の桜並木
可真下加山のさくら祭り

　40 数年前に住民が植樹したこ
とがきっかけで、今では山頂まで
300 本以上の桜並木が続きます。
　毎年 4月の第 1 日曜日にはさく
ら祭りが開かれ、訪れた人々は山
頂からの雄大な眺めと花見を楽し
みます。さくらごはんやおでんな
どの出店のほか、今年は「川柳の
ど自慢」も開催されますので、手
作りの味に舌鼓を打ちながら、美
しい桜と川柳を気軽に楽しんでみ
てはいかがでしょうか。

熊山地域で
親しまれる桜の名所

松木の桜
　松木地区の山すそに磐梨高等女
学院跡地を囲むように咲くこの桜
並木。咲き始めると県道（258 号）
からでもすぐに分かります。
　見ごろを迎えると地元が整備し
たベンチなどを利用して、家族連
れや友人同士の楽しい花見の輪が
広がります。

遺跡と桜の
コラボレーション

熊山遺跡の桜
　奈良時代に築かれた仏塔ではないかと
考えられている、熊山山頂の熊山遺跡。
春にはこの場所も薄いピンクに色づきま
す。桜を愛でながら歴史を感じるという
のもいいですね。

吉井地域を
代表する桜の名所

城山公園の桜まつり　　　　　　
　市内でも有数の規模を誇る城山公園まつり。毎年、
郷土芸能の発表やお楽しみ抽選会など、ご家族でも楽
しめるイベントが盛りだくさんです。
　また城山さくらまつりの期間中には、夕方になると
ぼんぼりに灯がともり、夜桜を楽しむこともできます。
　皆さんもぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

⃝第 24回城山公園まつり
　【日時】4月 3日㈰　午前 10 時～午後 3時
⃝吉井城山さくらまつり
　【日時】4月 1日㈮～ 14 日㈭　午前 10 時～午後 9時

広報あかいわ（平成23年4月号）9



　桜が丘西・東地区の住民約 60 人が参加した
１回目では、学校環境の整備や教育レベルの
向上、高齢者の行方不明など、いろいろな意
見が交わされました。
　中でも特徴的だったのが、「年金の範囲内で
入れる老人ホームを作ってほしい」という意
見で、市長は「今後、人口に占める高齢者の
比率がどんどん上がっていくので、介護保険
料とのバランスを見つつ順次整備していきた
い。民間ホームについては、情報を集めて、
より良いところが進出していくよう考えたい」
と返答しました。
　今後の高齢社会に向け、介護体制の充実に
皆さん関心があるようで、デイサービスセン
ターの土曜日営業や 24 時間制の介護について
の要望も出されました。

　2 回目は、山陽団地周辺の住民 16 人が参加
し、主に財政問題や観光資源の活用について
の質問がありました。
　市長は、市の財政への懸念について「赤磐
市の財務体質は良くなっており、基金も少し
ずつ積み増している。今後の地方交付税減少
に備えて、これからも圧縮できるところは圧
縮し、また、産業集積地を開発することで住
民の雇用の場を創出し、固定資産税や住民税
などの税収を上げていきたい」と話しました。
　観光資源については、「ターミナルセンター
など、観光案内や物産販売をして赤磐の情報
を発信する施設を整えてほしい」とか「全国
的にも珍しい古墳である両宮山古墳や城山公
園近隣のツバキの群生林などを、観光資源と
して生かしていければ」といった意見が交わ
されました。

「
お
で
か
け
市
長
室
」
は
、
区
・
町
内
会
や
市
民
団
体
な
ど
十
人

以
上
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
井
上
市
長
が
ど
こ
で
も
出
向
き
、
市
政

や
地
域
の
発
展
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
い
う
公
聴
事
業
で
す
。
八

月
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
桜
が
丘
地
区
・
山
陽

団
地
・
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・
可
真
下
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
応
募
が
あ
り
、
計
四
回
実
施
し
ま
し
た
。

お
で

  

か
け

　子ども NPO センターの関係者 13 人が参加
した 3 回目は、主に子どもたちのことについ
て話し合いました。
　「乳幼児を育てている母親の支援施設を充実
してほしい」や、「勉強の苦手な子どもをその
ままにしておかないでほしい」など、子ども
たちの将来を見すえて、多くの要望が出され
ました。
　その中で、障害児・難病児の親御さんから「親
が死んでも、障害を持った子どもたちが生きて
いけるようなまちにしてほしい」という意見が
ありました。市長は「障害を持っている人の働
く場所や生活できる施設も整備し、自立してい
ける環境を作っていかなければならない。一度
にたくさんのものは作れないが、少しずつでも
増やしていきたい」と述べました。

　可真下一支部公民館で行われた 4 回目には、
18 人の地区住民が参加し、交通アクセスの問
題や、企業誘致についての意見が交わされま
した。
　交通の便については、「バスの路線が途切れ
途切れで乗換えが多く、非常に不便」という
意見が多く、市長は「民間の会社が運行して
いるところを市民バスが走るのは現実的に難
しいので、今デマンド型のサービスを検討し
ている。23 年度調査・検討し、24 年度には試
行する予定。地域の皆さんが快適に生活でき
るよう、市民バスの今後の運営方法も含め、
より良い方法を選択していきたい」と話しま
した。
　企業誘致に関しては、産業集積地の本格的
な立地や工業用地の開発などについての話が
ありました。

■日時／8月20日㈮
　　　　午前10時～11時30分
■場所／桜が丘いきいき交流センター

■日時／10月20日㈬
　　　　午前10時30分～正午
■場所／中央図書館

■日時／8月31日㈫
　　　　午前10時～正午
■場所／山陽公民館

■日時／1月30日㈰
　　　　午後7時～9時
■場所／可真下一支部公民館

平
成
二
十
二
年
度

公
聴
事
業
報
告

市
長
室
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〈問い合わせ先〉
介護保険課介護保険係 ☎９５５-１１１６

平成23年度
介護保険料の
仮徴収について

　平成23年度介護保険料額は、6月にならなければ所得や市町村民税が確定しないため、それまで決定
することができません。そこで、介護保険法第140条に基づき前期（平成23年4月・6月・8月）を仮徴収期間
とし、この期間は平成23年2月分と同じ金額を特別徴収（年金天引き）します。
　所得や市町村民税が確定した後、平成23年度介護保険料本算定通知書（7月ごろ）で、前期の金額と
ともに後期（平成23年10月・12月・平成24年2月）をあわせてお知らせします。

 介護保険料の算定
＜ 平成22年度保険料 ＞ ＜ 平成23年度保険料 ＞

平 成 2 3 年 2 月 に
特 別 徴 収 した 額
（平成22年度保険料）

23年4月 23年6月 23年8月 23年10月 23年12月 24年2月

← 前　　　期 → ← 後　　　期 →
仮徴収期間 所得･市町村民税確定後に決定した介

護保険料額から、4･6･8月の仮徴収額
を差し引いた額

（本算定通知書は7月ごろ送付予定）
（※6月に年間の保険料が確定し、前期と後
期で差が大きい場合は8月分に特別徴収す
る金額を増減して、調整させていただくこと
もあります）

4・6・8月は平成23年2月と同額を仮徴収

 新たに特別徴収される人
　　平成23年4月・6月で新たに特別徴収（年金天引き）と

なる人については、1回分の仮徴収金額が前年度（平成
22年度）の介護保険料額の6分の1の額となります。該
当者には別途お知らせします。

介護保険料特別徴収（年金天引き）の皆さんへ

広報あかいわ（平成23年4月号）11



★
講
座
の
受
け
付
け
は
、各
館
と
も
午
前
九
時
か
ら
で
、す
べ
て
先
着
順
で
す
。　
★
定
員
の
あ
る
も
の
は
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

★ドキドキ講座『自然観察会』
　　自然大好き人間集まれ！渓谷の鳥について観察して
みよう。

　■日　時／4月23日㈯ 9：00～11：00 ※雨天中止
　■場　所／西山公民館集合（西中220-1）
　■内　容／大谷渓谷の動植物観察
　■定　員／30人
　■申し込み／開催日前日までに熊山公民館へ申し込み

★熊山山頂ハイキング
　　熊山山頂で「熊山神社の春の大祭」が開催されます。
　■日　時／4月17日㈰ 8時45分集合、9時出発
　■集合場所／熊山橋下（くまやま水辺の楽校） ※少雨決行

★第9回ブルーシャトー ハートロックｉｎコンサート
　『我が青春のフォークソング』
　■日　時／4月30日㈯ 14：00～15：00
　■場　所／山陽公民館ホール
　■演奏者／片山謙三、T's box（ティーズボックス）
　■入場料・申し込み／不要

★男の料理教室
　　男性の皆さん、料理づくりに挑戦してみませんか。
　■日　時／5月14日・7月9日・9月17日㈯
　　　　　　10：00～13：00
　■講　師／小川　泰子
　■対　象／一般男性
　■定　員／15人
　■参加費／1,500円（3回分）
　■申し込み／4月8日㈮から
　　先着順（電話連絡も可）

“学びたいあなた”のご参加を
　　　　　　　　　どしどしお待ちしています！
～学習を通じて、友達作りや新しい世界の発見を！～
～開催日程は募集時に広報でお知らせします～

★中央公民館
◦グループ活動活用講座（希望されたグループの体験講
座）

◦片付け収納講座（片付け・収納のコツをつかみ、毎日を
より楽しく、快適に暮らそう）

◦新春おたのしみ講座　◦夏休みこども工作教室
◦おしゃれ　◦公民館を学ぼう　◦健康講座
◦パソコン講座（各種パソコン基礎講座など）

★高月公民館
◦マジック入門（簡単なマジックを習い、家庭や職場で生
かそう）

◦夏休み手作りパンを作ろう（手ごねパンを友だちと作
ろう）

◦夏休み子ども囲碁・将棋教室（伝統の囲碁・将棋を学ぼ
う）

◦ヨガ教室（健康な生活を送るための一助としよう）
◦民話を聞く会　◦子どものひろば　◦赤磐史跡めぐり
◦おいしいパン作り　◦そば打ち教室

★山陽公民館
◦プランターで野菜を作ってみよう（プランターを使って
夏野菜をつくってみよう）

◦ドキドキ自然観察（山野草に親しみ自然に生えている
植物を観察し初夏の山歩きを満喫しよう）

◦朗読会（1945年〈終戦〉の夏を聞きながら平和につい
て考えよう）

◦公民館シアター（アマチュアが製作した映画の優秀作
品を鑑賞しよう）

◦介護教室・手話・点字教室（介護の方法や手話・点字に
ついて学ぼう）

◦楽しいギター教室　◦陶芸教室

問 山陽公民館（山陽 1-10 ☎ 955-9777）
山陽公民館主催講座

問 熊山公民館（松木 623 ☎ 995-1360）
熊山公民館主催講座

問 高月公民館（穂崎 848-1 ☎ 086-229-9777）
高月公民館主催講座

平成２３年度 公民館の主催講座です！
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◦版画で年賀状づくり　◦長寿への郷土料理教室
◦ヘルシークッキング　◦夏休み子ども絵画教室
◦子ども将棋道場　◦子どもの料理教室

★西山公民館
◦おやこの広場（親子遊びの楽しい集まりです）
◦子ども工作教室（楽しい工作をしよう）
◦お菓子教室（シュークリーム・桃のシロップ漬け・クリ
スマスケーキ・生キャラメル＆生チョコ）

◦クラフト教室　◦家庭菜園入門　◦自然観察
◦せん定入門　◦そば打ち教室

★吉井公民館
◦竜天天文教室（400ミリの望遠鏡をのぞいて宇宙につ
いて学ぼう）

◦寿学級（生活を楽しく健康に過ごすための講座）
◦野菜を使った料理教室（野菜ソムリエと一緒に野菜を
使った料理に挑戦）

◦紅茶教室（紅茶の栽培をされている講師から学ぶ紅茶
の楽しみ方）

◦親子工作教室（夏休みの工作を親子で一緒に作ろう）
◦地域探訪（吉井地域の歴史を歩いて学ぶ）
◦豆腐づくり（手作り豆腐に挑戦）

★熊山公民館
◦ドキドキ講座〔自然観察会〕（夏は川の中の生き物、冬
は鳥や動植物の観察をしながら、市内の自然の変化に
ついて考えよう）

◦園芸講座〈新緑～夏〉（熊山英国庭園を散策しながらガ
ーデニングについて学ぼう）

◦花と緑の会講座　◦おはなしたまてばこ
◦ナイスミディ講座　◦三世代交流わくわく講座
◦ワクワク講座〈８月〉　◦歴史講座　◦イキイキ講座
◦ふるさとの味講座　◦高齢者学級　◦ヨガ教室
◦カラー講座
	

★赤坂公民館
◦親子料理教室（親子で楽しくクッキング！）
◦たんぽぽの会（毎月第２・４水曜日／季節の行事や遊び、

リトミックと手作り工作を通じて、親子・友達との関わ
り方を学ぼう）

◦キッズ工作クラブ（身近なものを材料に使って「作って
遊べる」作品づくりを体験し物づくりの楽しさを味わ
おう）

◦キッズテニスクラブ（ソフトテニスを通じてスポーツ
に親しもう）

◦キッズサッカークラブ（サッカーの基本的なルールを
学んでミニゲームを楽しもう）

◦あかさか自然教室（自然とのふれあい、環境学習を通
して仲間との協調性を身につけよう）

◦太鼓打ち教室（４月～３月毎週木曜日／和太鼓の演奏
を通じて、日本の伝統文化を継承し、社会参加の体験
も学習しよう）

◦歴史講座（地元赤磐の歴史を学ぼう）
◦いきいき女性ゼミナール（素敵な女性になるために、
いろいろなことに挑戦しよう）

◦お菓子教室（手作りお菓子に挑戦しよう）
◦カヌーポロ教室（カヌーに乗って５人対５人で競い、相
手チームのゴールにボールを入れる競技です）

◦絵画教室　◦日曜大工教室　◦園芸教室
※「たんぽぽの会」「太鼓打ち教室」「いきいき女性ゼミナ
ール」は４月から始まります。詳細は赤坂公民館へお問
い合わせください。

★笹岡公民館
◦郷土料理教室（地域の特産物や季節の素材を生かした
料理作りを通じて郷土の食文化について学習しよう）

◦童謡・唱歌で遊ぼう（懐かしい日本の童謡・唱歌を手づ
くり楽器とともに歌おう）

◦自然の素材と遊ぶ（身近な自然の素材を生かした作品
づくりを体験しよう）

◦キッズアートクラブ（さまざまな絵画作品の制作を通
じて、表現の楽しさを味わおう）

◦和の心（伝えていきたい日本の文化・着物）
◦リサイクルと健康（身近で不用になったものが大変身！
楽しんでリサイクルに挑戦しよう）

※赤坂・笹岡公民館については、今回のみのお知らせと
なる講座もありますので、詳しいことは両公民館へお
問い合わせください。

－その他公民館所在地・連絡先－
　●中央公民館（下市337 ☎955-0069） 

　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）

　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）

　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）

　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）
　　　　　　　※電話をおかけの際は番号のお間違いの
　　　　　　　　ないようお気をつけください。
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市 政 ト ピ ッ ク ス

▲審議会長から提言を受ける市長

平
成
二
十
二
年
度

赤
磐
市
行
財
政
改
革
に
関
す
る
提
言

　

二
月
十
七
日
㈭
、
平
成
二
十
二
年
度

第
五
回
赤
磐
市
行
財
政
改
革
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
審
議
し
た
「
赤
磐

市
に
お
け
る
支
所
お
よ
び
出
張
所
の
あ

り
方
」
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

の
提
言
書
が
、
審
議
会
長
か
ら
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

⃝
財
政
的
な
視
点
か
ら
は
、
支
所
な
ど

の
現
状
維
持
は
困
難
な
た
め
、
本
庁

と
支
所
な
ど
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
つ
つ
支
所
な
ど
の
機
能
の
縮
小
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

⃝
支
所
な
ど
の
機
能
の
見
直
し
は
、
過

疎
化
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、市

民
の
声
を
聞
き
、
市
民
と
行
政
の
対

話
の
も
と
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

⃝
縮
小
さ
れ
た
支
所
な
ど
の
機
能
を
補

完
す
る
た
め
、
市
民
・
行
政
・
関
係

団
体
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
地
域

づ
く
り
の
仕
組
み
を
構
築
さ
れ
た

い
。

　

今
後
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
こ
の
提
言
を
十
分
に

踏
ま
え
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
活
力

あ
る
、
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
、
赤
磐

市
」
を
め
ざ
し
て
、
市
全
体
の
「
一
体

感
の
醸
成
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
行

き
ま
す
。

※
な
お
、
提
言
書
や
会
議
録
は
、
赤
磐

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
本
庁
企
画
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
（
９
５
５
）
１
７
４
５

赤
磐
市
健
康
増
進
計
画

　
　
策
定
委
員
会
委
員
募
集

　

市
で
は
「
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
計
画
と
し
て
平
成
十
八
年

三
月
に
策
定
さ
れ
た
健
康
増
進
計
画
の

中
間
評
価
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、健
全
な
心
身
を
培
い
、豊

か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
た
め
の

「
赤
磐
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

こ
の
中
間
評
価
と
計
画
策
定
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

二
十
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
で
、
平
日
の
昼
間
に
出
席
が
で

き
る
人

■
募
集
人
数　

二
人
以
内

■
任　

期　

平
成
二
十
三
年
度
の
中
間

評
価
・
計
画
策
定
が
完
了
す
る
ま
で

■
応
募
方
法

　

本
庁
健
康
増
進
課
（
山
陽
保
健
セ
ン

タ
ー
）
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課
に

備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
。
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
め
切
り
日

　

四
月
二
十
八
日
㈭
必
着

■
選
考
方
法

　

応
募
申
込
書
の
内
容
を
も
と
に
行

い
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
書
面

で
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
上
記
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

「
赤
磐
市
障
害
者
計
画
」

　
　
　
　
　
策
定
委
員
募
集

　

市
で
は
、「
赤
磐
市
障
害
者
計
画
」
の

見
直
し
と
「
第
三
期
赤
磐
市
障
害
福
祉

計
画
」
の
策
定
を
行
う
た
め
、
障
害
当

事
者
と
そ
の
家
族
や
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
、
就
労
の
関
係
者
な
ど
で
構

成
す
る
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。

　

計
画
の
見
直
し
と
策
定
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

一
人

■
任　

期　

委
嘱
日
～
計
画
策
定
（
平

成
二
十
三
年
度
）
の
完
了
ま
で

■
応
募
資
格　

二
十
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
、
該
当
の

委
員
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
継
続
し

て
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

■
応
募
方
法

　

応
募
委
員
名
を
明
記
し
、
本
庁
社
会

福
祉
課
か
各
支
所
健
康
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
、
応

募
理
由
な
ど
を
記
入
し
、
直
接
お
持
ち

に
な
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
め
切
り
日

　

四
月
二
十
八
日
㈭
必
着

■
選
考
方
法

　

応
募
申
込
書
の
内
容
を
も
と
に
行

広報あかいわ（平成23年4月号）14



nformation

▲山陽東小学校
算数教室

　赤坂中学校
▼数学学習支援

い
、
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
上
記
以
外
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
５

　

FAX
（
９
５
５
）
１
１
１
８

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員

登
録
の
ご
案
内

　

市
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
職

員
・
非
常
勤
職
員
の
登
録
を
行
い
、
登

録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
採
用
す

る
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
内
容
・
職
種

　

一
般
事
務
・
図
書
館
業
務
・
給
食
調

理
員
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
な
ど

■
資　

格

　

一
般
事
務
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
持
っ
て
い
る
人
（
資
格
が

必
要
な
職
種
も
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
時
間

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
三
十

分
（
職
種
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
）

■
勤
務
場
所

　

本
庁
、
各
支
所
や
出
先
機
関
、
教
育

委
員
会
事
務
局
、
学
校
そ
の
他
教
育
機

関
な
ど

■
給　

料

　

事
務
職　

時
給
八
百
円
な
ど
（
職
種
、

勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
登
録
期
限

　

平
成
二
十
五
年
三
月
末
日
ま
で

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
は
っ
て
本
庁
総
務
課
、
各

支
所
市
民
生
活
課
ま
た
は
市
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

登
録
し
た
場
合
で
も
必
要
と
す
る
業

務
が
な
け
れ
ば
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
採
用
の
時
期
、
期
間
、
勤
務
場

所
は
未
定
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
総
務
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
２

⃝
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
９
５
５
）
６
８
０
７

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
の

登
録
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
へ

　

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
に

利
用
登
録
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
利

用
料
金
は
、
全
額
免
除
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
四
月
一
日
か
ら
冷
暖
房
費
の
一

部
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
般
の
人
の
利
用
料
金
な
ど
に
は
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
冷
暖
房
費
は
部
屋
ご
と
に
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
９
９
５
）
９
３
２
１

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

～
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
～

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
、

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
山
陽
東
小

学
校
・
赤
坂
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
山
陽
東
小
学
校
で
は
六
十
二
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
い
た
だ
き
、
学

習
支
援
、
環
境
整
備
、
登
下
校
の
安
全

見
守
り
な
ど
、
延
べ
千
人
を
越
す
人
た

ち
に
学
校
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

赤
坂
中
学
校
で
は
、
一
月
か
ら
毎
週

一
回
三
年
生
を
対
象
に
基
本
的
な
数
学

の
学
習
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

に
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

児
童
や
生
徒
、
学
校
が
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
も
引
き
続
き

暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
や
問

い
合
わ
せ
は
各
学
校
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
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推進プランの概念図

赤磐市総合計画（市の最上位計画）
　　□赤磐市都市計画マスタープラン
　　□赤磐農業振興地域整備計画
　　□赤磐市産業振興ビジョン
　　□赤磐市地域防災計画
　　□その他計画

赤磐市まちづくり推進プラン
　【主要推進部門】
　 ◯土地利用　　　　◯産業振興

◯市街地整備　　　◯景観・文化
◯交通政策　　　　◯防災対策

反映 施策の
連携・具体化

推
進
プ
ラ
ン
の
位
置
付
け

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
赤
磐
市
総
合
計
画

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
運
用
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
と

な
る
も
の
で
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
っ
て
、
早
急
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
取
り
組
み
を
具
体
化
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
自
立
し
た
都

市
を
つ
く
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
「
土

地
利
用
」「
市
街
地
整
備
」「
交
通
政

策
」「
産
業
振
興
」「
景
観
・
文
化
」「
防

災
対
策
」
の
六
つ
の
分
野
を
主
要
推
進

部
門
と
し
て
設
定
し
、
こ
れ
ら
に
的
を

絞
っ
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

推
進
プ
ラ
ン
の
将
来
目
標
、

基
本
戦
略
と
推
進
施
策

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
検
討
し
て
い
く

た
め
、
二
十
年
後
を
展
望
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
定
め
、
市
の
健
全
な

発
展
に
向
け
た
都
市
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
性
や
緊
急
性
が
特
に
高

い
と
認
め
ら
れ
る
施
策
を
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
十
年
以
内
の

達
成
を
目
指
し
た
推
進
を
図
り
ま
す
。

赤
磐
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

　
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
経
済
不
況
と
い
っ
た
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、

将
来
に
向
け
た
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

「
赤
磐
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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【
基
本
戦
略
①
】
機
能
性
に
優
れ
た
生
活
圏
の
形
成

【
基
本
戦
略
①
】
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
等
の
形
成

【
基
本
戦
略
②
】
優
位
性
を
活
か
し
た
工
業
用
地
等
の
選
定
と
企
業
の
誘
致

【
基
本
戦
略
③
】
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
農
産
物
等
生
産
拠
点
の
維
持
・
再
生

　【
基
本
戦
略
①
】
良
好
で
回
遊
性
の
あ
る
歩
行
空
間
の
形
成

【
基
本
戦
略
②
】
地
域
と
連
携
し
た
市
街
化
区
域
内
の
未
利
用
地
解
消

【
基
本
戦
略
③
】
公
営
住
宅
等
の
維
持
・
改
善

【
基
本
戦
略
①
】
大
型
住
宅
団
地
へ
の
定
住
に
向
け
た
住
環
境
の
改
善

【
基
本
戦
略
②
】
定
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
宅
地
分
譲
の
展
開

【
基
本
戦
略
③
】
農
村
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

　【
基
本
戦
略
①
】
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
公
共
交
通
体
系
の
構
築

【
基
本
戦
略
②
】
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
拠
点
整
備

【
基
本
戦
略
③
】
拠
点
機
能
を
高
め
る
道
路
網
の
整
備

【
基
本
戦
略
①
】
官
民
の
協
力
に
よ
る
良
好
な
景
観
形
成
の
実
現

【
基
本
戦
略
②
】
観
光
分
野
等
と
の
連
携
に
よ
る
歴
史
・
文
化
資
源
の
活
用
と
保
全

【
基
本
戦
略
①
】
防
災
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
と
体
制
づ
く
り

【
基
本
戦
略
②
】
地
域
防
災
機
能
の
充
実
・
強
化

　
将
来
目
標
Ⅰ　
新
た
な
街
づ
く
り
へ
の
転
換

　
将
来
目
標
Ⅱ　
未
来
へ
飛
躍
す
る
都
市
の
実
現

　
将
来
目
標
Ⅲ　
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
環
境
の
創
造

　
将
来
目
標
Ⅳ　
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
将
来
目
標
Ⅴ　
次
世
代
に
向
け
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
転
換

　
将
来
目
標
Ⅵ　
風
格
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
景
観
の
形
成

　
将
来
目
標
Ⅶ　
自
助
・
共
助
を
高
め
た
地
域
防
災
力
の
向
上

Ⅰ  

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅱ  

都
市
拠
点
周
辺
に
お
け
る
新
た
な
活
力
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅲ  「
農
」が
持
つ
魅
力
を
活
か
し
た
農
村
地
域
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅳ  

安
全・快
適
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅴ  

便
利
で
効
率
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅵ  

都
市
と
農
村
の
共
生
に
よ
る
歴
史・文
化
資
源
の
保
全・活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅶ  

災
害
に
備
え
た
地
域
防
災
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ラ
ン
策
定
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
通
じ
て
、多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
を
核
と
し
た
都
市
拠
点

の
機
能
性
向
上
や
地
域
の
資
源
を
い
か

し
た
農
村
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
地
域

住
民
と
の
連
携
の
も
と
に
独
自
性
や
優

位
性
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
の
魅
力

と
活
力
を
高
め
、
持
続
的
発
展
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
七
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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4
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
4月

6・13・20・27日
も

開
催

〕
　

10：30～（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

　
え

ほ
ん

と
い

っ
し

ょ
　〔

4月
7･14･21・28日

も
開

催
〕

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
吉

井
城

山
さ

く
ら

ま
つ

り
　〔

～
4月

14日
〕

　
10:00～

21:00
　

(吉
井

城
山

公
園

内
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

１
会

議
室

）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

9・16・23・30日
も

開
催

〕
　

10:30～（
中

央
図

書
館

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

9・23・30日
も

開
催

〕
　

11：00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

岡
山

県
議

会
議

員
選

挙
　

期
日

前
投

票
開

始
日

　〔
4月

9日
ま

で
〕

●
城

山
公

園
ま

つ
り

　
10:00～

15:00
　

( 吉
井

城
山

公
園

内
)

●
お

は
な

し
か

い
　

14:00～
14：30

　（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
13：00～

16：00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
岡

山
県

議
会

議
員

選
挙

　
投

票
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00
　（

熊
山

図
書

館
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
　〔

27日
も

開
催

〕
　

11：00～
12：00（

赤
坂

図
書

館
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
13:00～

16:00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～
11:30

　（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)
●

無
料

観
望

会
　

19：00～
21：30

　
(竜

天
天

文
台

公
園

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

3月
4日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
高

月
公

民
館

）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
高

月
公

民
館

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
2歳

６
か

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

巡
回

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
10:00～15:00（赤坂健康管理センター）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～15:00（赤坂健康管理センター）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
13:00～15:00（仁美農村振興センター）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
西

山
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
西

山
公

民
館

）
●

乳
児

健
康

診
査・育

児
相

談
　

受
付

時
間

12:45～
13:15

　（
吉

井
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
定

期
救

急
講

習
　

9：00～
12：00

　（
赤

磐
市

消
防

本
部

2階
会

議
室

）

●
交

通
安

全
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

4
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

■
施
設
紹
介

山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

冒
険
の
森・ち

び
っ
こ
広
場

　
総

合
遊

具
の

あ
る

ス
ペ

ー
ス

。
　

長
い

ロ
ー

ラ
ー

す
べ

り
台

、大
き

な
砂

場
、ス

プ
リ

ン
グ

遊
具

、ト
ン

ネ
ル

な
ど

が
あ

り
、芝

生
広

場
と

共
に

自
由

に
無

料
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

　
ま

た
、園

内
に

は
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
や

早
咲

き
の

河
津

桜
も

あ
り

ま
す

。 お
天

気
の

よ
い

日
に

は
お

弁
当

を
持

っ
て

お
越

し
く

だ
さ

い
。

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日
★

休館日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日

無料開放
屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

※
4月

か
ら

プ
ー

ル
を

再
開

し
ま

す
。

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

100円
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
ご

利
用

は
高

校
生

以
上

で
す

。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
４

月
２９

日
㈮

は
、山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
開

園
記

念
日

で
屋

内
プ

ー
ル

とト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
を

無
料

開
放

し
ま

す
。

　
屋

内
プ

ー
ル

の
開

放
時

間
は

、10:00～
12:00、14:00～

16:00の
２

回
で

す
。 ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
開

放
時

間
は

、9:30～
16:30で

す
。（

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

使
用

は
初

心
者

講
習

受
講

済
の

人
に

限
り

ま
す

）

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
955-8191

㊩
越

宗
医

院
 ☎

957-3035
間

阪
内

科
 ☎

952-1717
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
　

☎
956-0505

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

995-1251
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリ
ニック

　
☎

952-1166
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

 ☎
955-6688

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
吉

井
外

科
医

院
 ☎

952-3331
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
梶

原
内

科
医

院
 ☎

955-3750
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
954-2032

長
島

病
院

 ☎
952-1355

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-7111

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
粟

井
内

科
医

院
 ☎

953-0617
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
小

坂
内

科
医

院
 ☎

955-3344
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
近

藤
内

科
 ☎

953-1610

3/27
3/28

3/29
3/30

3/31
1

2

3
4

5
6

7
8

9

10
11

12
13

14
15

16

17
18

19
20

21
22

23

24
25

26
27

28
29

30



4
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
4月

6・13・20・27日
も

開
催

〕
　

10：30～（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

　
え

ほ
ん

と
い

っ
し

ょ
　〔

4月
7･14･21・28日

も
開

催
〕

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
吉

井
城

山
さ

く
ら

ま
つ

り
　〔

～
4月

14日
〕

　
10:00～

21:00
　

(吉
井

城
山

公
園

内
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

１
会

議
室

）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

9・16・23・30日
も

開
催

〕
　

10:30～（
中

央
図

書
館

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

9・23・30日
も

開
催

〕
　

11：00～（
赤

坂
図

書
館

）
●

岡
山

県
議

会
議

員
選

挙
　

期
日

前
投

票
開

始
日

　〔
4月

9日
ま

で
〕

●
城

山
公

園
ま

つ
り

　
10:00～

15:00
　

( 吉
井

城
山

公
園

内
)

●
お

は
な

し
か

い
　

14:00～
14：30

　（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
13：00～

16：00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
岡

山
県

議
会

議
員

選
挙

　
投

票
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00
　（

熊
山

図
書

館
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
　〔

27日
も

開
催

〕
　

11：00～
12：00（

赤
坂

図
書

館
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
13:00～

16:00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～
11:30

　（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)
●

無
料

観
望

会
　

19：00～
21：30

　
(竜

天
天

文
台

公
園

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

3月
4日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
高

月
公

民
館

）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
高

月
公

民
館

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
2歳

６
か

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

巡
回

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
10:00～15:00（赤坂健康管理センター）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～15:00（赤坂健康管理センター）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
13:00～15:00（仁美農村振興センター）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
西

山
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
西

山
公

民
館

）
●

乳
児

健
康

診
査・育

児
相

談
　

受
付

時
間

12:45～
13:15

　（
吉

井
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
定

期
救

急
講

習
　

9：00～
12：00

　（
赤

磐
市

消
防

本
部

2階
会

議
室

）

●
交

通
安

全
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
　

受
付

時
間

7：45～
9：00

　（
山

陽
公

民
館

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

4
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

■
施
設
紹
介

山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

冒
険
の
森・ち

び
っ
こ
広
場

　
総

合
遊

具
の

あ
る

ス
ペ

ー
ス

。
　

長
い

ロ
ー

ラ
ー

す
べ

り
台

、大
き

な
砂

場
、ス

プ
リ

ン
グ

遊
具

、ト
ン

ネ
ル

な
ど

が
あ

り
、芝

生
広

場
と

共
に

自
由

に
無

料
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

　
ま

た
、園

内
に

は
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
や

早
咲

き
の

河
津

桜
も

あ
り

ま
す

。 お
天

気
の

よ
い

日
に

は
お

弁
当

を
持

っ
て

お
越

し
く

だ
さ

い
。

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日
★

休館日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日

無料開放
屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30～
20:30

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
　

高
校

生
以

上
…

100円
／

中
学

生
以

下
…

50円
　

※
4月

か
ら

プ
ー

ル
を

再
開

し
ま

す
。

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

100円
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
ご

利
用

は
高

校
生

以
上

で
す

。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
４

月
２９

日
㈮

は
、山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
開

園
記

念
日

で
屋

内
プ

ー
ル

とト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
を

無
料

開
放

し
ま

す
。

　
屋

内
プ

ー
ル

の
開

放
時

間
は

、10:00～
12:00、14:00～

16:00の
２

回
で

す
。 ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
開

放
時

間
は

、9:30～
16:30で

す
。（

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

使
用

は
初

心
者

講
習

受
講

済
の

人
に

限
り

ま
す

）

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
955-8191

㊩
越

宗
医

院
 ☎

957-3035
間

阪
内

科
 ☎

952-1717
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
　

☎
956-0505

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

995-1251
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリ
ニック

　
☎

952-1166
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

 ☎
955-6688

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
吉

井
外

科
医

院
 ☎

952-3331
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
梶

原
内

科
医

院
 ☎

955-3750
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
954-2032

長
島

病
院

 ☎
952-1355

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-7111

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
粟

井
内

科
医

院
 ☎

953-0617
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
小

坂
内

科
医

院
 ☎

955-3344
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
近

藤
内

科
 ☎

953-1610

3/27
3/28

3/29
3/30

3/31
1

2

3
4

5
6

7
8

9

10
11

12
13

14
15

16

17
18

19
20

21
22

23

24
25

26
27

28
29

30



中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10:00～18:00
　（中央図書館のみ木曜日は

20:00まで開館）
★図書館休館日
　毎週月曜日
　館内整理日（12月を除く毎

月最終金曜日）
　年末年始（12/28～1/4）
　特別整理期間
★はじめて本をかりる時はカ

ウンターで「利用者カード」
を作ってください。

　免許証、健康保険証、生徒手
帳など住所、氏名が確認で
きるものをお持ちください。

※市内に在勤・在学の人は勤務
先・通学先のわかるものが必要
です。

※小学生以下は、保護者が申請し
てください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

利用案内
4月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話のかけ間違いが多
発しています。番号をお
確かめになって、おかけ
ください。

新1年生・新社会人におすすめの1冊

■日　時／4月16日㈯ 14：00～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容／『ポストマン』（111分）
　妻・泉に先立たれた郵便局員の龍兵は、中学

3年の娘・あゆみと小学生の息子・鉄兵を男
手ひとつで育てている。亡き母の形見分け
を拒否し、父娘の関係がぎくしゃくする中、
あゆみは泉の母からあるものを見せられ
る。それは、まだ小学生だった龍兵が、転校
する泉にあて、それから結婚するまでの16
年間２人の間で交わされ続けた古い手紙の
束だった。（主役 兼 製作総指揮・長嶋一茂）

きらり☆しあたー：おとな版

　18歳以上で図書館に興味のある人、知識
や特技を生かしたい人、ボランティア活動を
通して図書館づくりに参加しませんか。
■活動内容
◦読み聞かせボ

ランティア（子
どもたちへ 絵
本などの読み
語り）〔研修有〕

◦行事ボランティ
ア（図書館主催
行事での受付・
案内）

◦本の整理ボラ
ンティア（本棚
の整理・本の修
理）

■応募方法
　4月15日㈮までに市内各図書館に備え付
けの申請書に記入し、お申し込みください。
募集終了後、説明会〔5月7日予定〕があります

（活動内容別の連絡会もあります）。
■登録期間
　平成24年3月31日まで

平成23年度図書館ボランティア募集

　図書館ボランティアさんの協力で、毎月第
1日曜日に開かれている「おはなしかい」。5月
は「こどもの読書週間」にちなんでいつもよ
り時間を長くして、絵本の読み聞かせのほか
に、パネル・シアター『すてきなバスケット』、
工作（トイレの風車）など、盛りだくさんの内
容でお届けします。どうぞお楽しみに！ 
■日　時／5月1日㈰ １４：００～15:00
■場　所／中央図書館 多目的ホール

こどもの読書週間おはなしかい

～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し
上げます。皆さんお誘いあ
わせのうえ、お気軽にお
越しください。
　各館で内容が異なりま
すので、詳しくは各図書
館でお尋ねください。
※中央図書館のみ、ご家庭で不用になった本

をお持ちいただくこともできます（持ち込み
は開催期間中に限らせていただきます）。

■期　間／4月22日㈮～4月24日㈰

リサイクルＢＯＯＫフェア

《標語》友だち100冊つくるんだ

　市内の図書館では、こどもの読書週間の期
間中よい絵本の展示を行います。
　一度のぞいて、お子さんといっしょに手に
とってみてください。絵本とのすばらしい出
会いがあるはずです。
■期　間／4月23日㈯～5月12日㈭

第53回こどもの読書週間

〈児童書〉
『１ねん１くみの１にち』
 ◦川島 敏生／写真・文
 ◦アリス館／出版

『ランドセルのはるやすみ』
 ◦村上 しいこ／作
 ◦長谷川 義史／絵
 ◦ＰＨＰ研究所／出版

『ともだち』
 ◦太田 大八／作・絵
 ◦講談社／出版

『こすずめのぼうけん』
 ◦ルース・エインワース／作
 ◦堀内　誠一／画
 ◦福音館書店／出版

〈一般書〉
『佐野洋子対談集
　　　人生のきほん』
 ◦佐野 洋子、西原 理恵子、
　　　リリー・フランキー／著
 ◦講談社／出版

『20歳のための20年後会議』
 ◦東国原 英夫、おち まさと／著
 ◦日本放送出版協会／出版

『ありがとう、さようなら』
 ◦瀬尾 まいこ／著
 ◦メディアファクトリー／出版

『ＮＨＫ めざせ！会社の星』
 ◦ＮＨＫ名古屋放送局
　　「めざせ！会社の星」制作班
　　　　　　＋ 石原 壮一郎／編
 ◦日本放送出版協会／出版
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■各検診内容および対象年齢
検診名 実施期間 対象年齢 自己負担額 検診内容 備　　考
胃がん
検診 ４月～６月 ４０歳以上 900円 バリウムによるレントゲ

ン撮影（胃透視）
子宮がん

検診 ６月 ２０歳以上
女性 500円 子宮頸部細胞診、触診・

内診

乳がん
検診 ７月～10月

３０歳以上
女性 500円 医師による視触診

４０歳代
女性 1,000円 マンモグラフィ（レントゲ

ン2方向）検査 平成23年度に市で実施する
視触診検査を受診した人が対
象（個別検診・集団検診）５０歳以上

女性 500円 マンモグラフィ（レントゲ
ン１方向）検査

４０歳代
女性 2,000円

医師による視触診とマン
モグラフィ（レントゲン2
方向）検査《併用》 視触診とマンモグラフィが一

度に受診できます（個別検診
のみ）５０歳以上

女性 1,500円
医師による視触診とマン
モグラフィ（レントゲン1
方向）検査《併用》

肺がん
検診 ８月～10月 ４０歳以上

無　料 胸部レントゲン間接撮影 ６５歳以上の人は結核検診と
同時に実施

500円 喀たん検査（たん中のが
ん細胞の検査）

結核検診 ６５歳以上 無　料 胸部レントゲン間接撮影

大腸がん
検診 ８月～９月 ４０歳以上 500円 検便（2日分）による潜血

反応検査

過去2年間1度でも受診され
た人には問診票兼受診票と一
緒に「検査セット」を同封して
います。「検査セット」のない人
は担当課窓口や胃がん検診
の会場でお渡しします。

前立腺
がん検診 10月～11月 ５０歳以上

男性 700円 血液検査（ＰＳＡ値測定）

※検診対象年齢は、年度末（平成24年3月31日付）年齢です。
※平成23年度中（平成24年3月31日まで）に70歳以上になる人は無料です。

康
健

Vol.

65

わ
た
し
の

あ
な
た
の

が
ん
は
予
防
で
き
ま
す
！

　
市
で
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で
す
。
が

ん
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
周

り
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
と
い
え
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
“
が
ん
予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
”
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
食
生
活
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

◦
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、
栄
養
を
と

り
ま
し
ょ
う

◦
食
べ
過
ぎ
を
避
け
ま
し
ょ
う

◦
脂
肪
分
や
塩
辛
い
も
の
は
控
え
め
に

◦
熱
す
ぎ
る
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

◦
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

■
適
度
な
運
動
習
慣
を

　
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
長
く
続
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

■
一
刻
も
早
く
禁
煙
し
ま
し
ょ
う

■
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
解
消
を

　
快
適
な
睡
眠
や
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
み
つ
け
、
で
き
る
だ
け
そ
の
日
の
ス
ト

レ
ス
は
そ
の
日
の
う
ち
に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
に
加
え
、
早
期
発
見
も
と
て
も
大
切

で
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
が
ん
を
早

く
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
早
期
に
行
う
こ

と
で
、
死
亡
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
市
で
は
四
月
か
ら
検
診
を
行
い

ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
》

　
市
で
は
下
表
の
と
お
り
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
『
け
ん
こ
う
カ
レ
ン

ダ
ー
』
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・

肺
が
ん
と
結
核
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
（
視
触
診
）
検
診
の
受
診
票
兼
問
診
票

を
市
の
検
診
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　
次
の
検
診
に
は
注
意
事
項
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
大
腸
が
ん
検
診

　
過
去
二
年
間
一
度
で
も
受
診
さ
れ
た
人
に

は
問
診
票
兼
受
診
票
と
一
緒
に
検
査
セ
ッ
ト

を
同
封
し
て
い
ま
す
。
検
査
セ
ッ
ト
の
な
い

人
は
担
当
課
窓
口
や
胃
が
ん
検
診
の
会
場
で

お
渡
し
し
ま
す
（
代
理
の
人
で
も
可
）
。

ま
た
、
従
来
の
検
診
会
場
と
各
担
当
課
窓
口

で
も
受
け
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◇
子
宮
が
ん
検
診

　
日
曜
日
に
も
検
診
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

◇
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
今
年
か
ら
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み
で
も

受
診
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◦
検
診
内
容
／
血
液
検
査

◦
対　
象
／
四
十
歳
以
上
で
こ
の
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

　
実
施
時
期
な
ど
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
喀
た
ん
検
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

　
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診

　
受
診
票
な
ど
の
事
前
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
各
検
診
会
場
で
問
診
票
を
記
入
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
票
兼
問
診
票
が
届
か
な
か
っ

た
人
で
も
検
診
対
象
の
条
件
に
合
え
ば
受
診

で
き
ま
す
。
当
日
検
診
会
場
へ
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係
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情報ボックス内でお知らせす
る市役所関係の電話番号は下
記のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕☎955-1111
◦税務課資産税係
　☎955-0951
◦市民課国保年金係
　☎955-1113
◦市民課男女共同参画係
　☎955-1114
◦協働推進室
　☎955-4783
◦環境課　　　　　
　☎955-5347
◦健康増進課
　☎955-1117
◦社会福祉課社会福祉係
　☎955-1115
◦農林課　　　　　
　☎955-6174
〔赤坂支所代表〕☎957-2222
◦市民生活課　　　
　☎957-4821
◦健康福祉課　　　
　☎957-4822
◦産業建設課　　　
　☎957-4824
〔熊山支所代表〕☎995-1211
◦市民生活課
　☎995-1214
◦健康福祉課
　☎995-1293
◦産業建設課
　☎995-1217
◦市教育委員会熊山分室
　☎995-1360
〔吉井支所代表〕☎954-1111
◦市民生活課
　☎954-1183
◦健康福祉課
　☎954-1374
◦産業建設課
　☎954-1319
〔消防本部〕☎955-2244
◦警防課救急係
　☎955-2254

■任意予防接種委託医療機関一覧表
医　　院　　名 住　　所 電話番号 子宮頸がん

（予約）
赤磐医師会病院 下市１８７-１ ９５５-６６８８ 要
あかいわファミリークリニック 河本１１４３ ９５５-９２５１ 要
うえの内科小児科医院 桜が丘西４-１-１１ ９５６-０５０５ 不要
おおくま皮ふ科医院 岩田３-１ ９５５-８８１２ 要
片山医院 馬屋６４６ ２２９-２１６６ 要
小坂内科医院 山陽４-１３-２ ９５５-３３４４ 要
桜が丘クリニック 桜が丘西６-３-１３ ９５５-８０２５ 要
山陽クリニック 上市１４１-１ ９５５-７１１１ 要
戸田小児科医院 山陽７-４-２ ９５５-３１２１ 要
ふよう内科クリニック 西中１１８８-１ ９５５-７１１０ 要
山本クリニック 五日市２４５-４ ９５５-８８６８ 要
吉井医院 山陽１-４-６ ９５５-５５１５ 要
越宗医院 西窪田５２３-１ ９５７-３０３５ 要
桜井内科 山口１６０-３ ９５７-３０１２ 要
道満医院 町苅田９２０ ９５７-２１１１ 要
戸川クリニック 西軽部２１１-１ ９５７-３０５７ 要
森医院 惣分２８ ９５７-２４００ 要
さくら整形クリニック 桜が丘東４-４-４７１ ９９５-９７２０ 要
米井医院 周匝１４５２-１ ９５４-０５５０ 要
市立国民健康保険佐伯北診療所 塩木１４ ９５４-２０３２ 要

　

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
（
任
意
ワ

ク
チ
ン
）
が
、
希
望
す
る
人
は

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
一
年

生
の
女
子
（
二
十
二
年
度
に
一

度
で
も
接
種
を
受
け
た
高
校
二

年
生
は
残
り
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）

補
助
申
請
に
つ
い
て

　

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
助

成
券
が
必
要
で
す
。
今
年
度
か

ら
の
対
象
者
（
中
学
一
年
・
二

年
）
は
四
月
中
に
個
別
案
内
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
中
学
三
年
・

高
校
一
年
で
申
請
が
ま
だ
の
人

は
健
康
増
進
課
か
各
支
所
健
康

福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
要
印
鑑
・
身
分
証
）
。

自
己
負
担
額

　

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
回
数　

三
回

持
参
品

○
住
所
と
年
齢
の
確
認
が
で
き

る
も
の

○
助
成
券

実
施
期
間　

四
月
一
日
～
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機

関
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
県
内
の
協
力
医
療
機
関
で

も
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

注　

意

　

現
在
ワ
ク
チ
ン
が
手
に
入
り

に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
し
て
も
す
ぐ
に
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
当
面

は
高
校
二
年
生
も
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
助
成
券
の
申

請
が
ま
だ
の
人
は
早
め
に
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

三
月
初
頭
に
接
種
後
の
副
作
用

と
思
わ
れ
る
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
新
た
な
情
報
が
入
り
次

第
、
広
報
あ
か
い
わ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
は

性
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
一
般

的
に
自
覚
症
状
は
あ
ま
り
な
く
、

感
染
し
た
ま
ま
出
産
す
る
と
、

産
道
感
染
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
肺
炎
や
結
膜
炎
を
起
こ
し

ま
す
。
感
染
し
て
い
る
こ
と
が

健
康
福
祉

妊
婦
健
康
診
査
に
「
ク
ラ
ミ

ジ
ア
抗
原
検
査
」
を
追
加

任
意
予
防
接
種
の
助
成

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
見
合
わ
せ
に
つ
い
て
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
二
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

分
か
れ
ば
、
抗
菌
薬
を
服
用
し
、

分
娩
ま
で
に
完
治
さ
せ
ま
す
。

　

市
で
は
、
四
月
受
診
分
か
ら

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
の
公
費

助
成
を
し
ま
す
。
三
月
ま
で
に

妊
娠
届
を
出
さ
れ
た
人
や
転
入

時
に
母
子
保
健
ガ
イ
ド
の
交
換

を
さ
れ
た
人
に
は
、
三
月
末
ご

ろ
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、

妊
娠
中
の
人
で
四
月
上
旬
ま
で

に
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　

左
記
対
象
者
の
外
出
の
促
進

を
目
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
一
年
以
上
住
所
が
あ

り
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、

次
の
各
号
の
ど
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
七
十
五
歳
以
上
の
人

②
一
級
か
ら
三
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人

④
一
級
ま
た
は
二
級
の
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

一
枚
で
初
乗
り
料
金
が
控
除

さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
、
一
カ

月
に
二
枚
交
付
し
ま
す
。

◆
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　

要
介
護
高
齢
者
と
重
度
身
体

障
害
者
な
ど
の
外
出
を
支
援
す

る
た
め
に
、
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー

券
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
人
で
、
寝
た
き

り
な
ど
の
状
態
に
あ
り
、
車
い

す
用
の
リ
フ
ト
な
ど
を
装
備
し

た
福
祉
車
両
で
な
け
れ
ば
移
送

が
困
難
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

一
枚
三
千
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を

年
間
十
二
枚
交
付
し
ま
す
。

◆
配
食
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付

　

左
記
対
象
者
で
、
希
望
す
る

人
に
夕
食
を
配
達
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
六
十
五
歳
以
上

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
券
一
枚
で
、

一
人
一
日
一
食
（
夕
食
）
の
配

達
料
を
助
成
し
ま
す
。

利
用
料　

一
食
四
百
円
程
度

申
請
方
法

　

ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
、
窓
口
で

申
請
書
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
と
き
、
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
券
は
即
日
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

○
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

解
雇
な
ど
で
離
職
し
国
保
加

入
し
た
六
十
五
歳
未
満
の
人
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す

る
と
き
に
給
与
所
得
を
本
来

の
額
の
三
十
㌫
と
し
て
計
算

し
、
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得
区

分
判
定
を
す
る
と
き
に
も
給

与
所
得
を
本
来
の
額
の
三
十

㌫
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
以
外
の

所
得
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
同
じ
世
帯
の
ほ
か
の
国
保

加
入
者
の
所
得
は
通
常
の
額
と

し
て
計
算
し
ま
す
。

軽
減
さ
れ
る
要
件

○
倒
産
、
解
雇
な
ど
事
業
主
都

合
に
よ
り
離
職
し
た
人

○
雇
用
期
間
満
了
な
ど
に
よ
り

離
職
し
た
人

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
」
欄
が
11
、
12
、

21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、

34
の
ど
れ
か
の
コ
ー
ド
に
な
っ

て
い
ま
す
。

軽
減
期
間　

離
職
し
た
翌
日
の

月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三

十
日
の
間
に
離
職
し
た
人
も
要

件
に
該
当
す
れ
ば
平
成
二
十
二

年
度
は
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
の
制
度
変
更
の
た
め
、
平

成
二
十
一
年
度
分
は
軽
減
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

該
当
の
人
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。

必
要
書
類

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

二
十
歳
以
上
の
人
は
、
学
生

で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
の
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
年
度
ご
と
に

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

国
保
・
年
金

届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

タ
ク
シ
ー
券
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

学
生
納
付
特
例
制
度
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
二
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就

職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
で
き
る

「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
さ
れ
ず
に
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害

が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が

難
し
い
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
物

○
在
学
証
明
書
か
学
生
証

○
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

○
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
数
の
場
合
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

日　

時　

四
月
二
十
四
日
㈰

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
本
部　

二
階
会
議
室

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日

　

四
月
十
五
日
㈮

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

○
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

「
ア
ダ
プ
ト
」
と
は
養
子
縁

組
と
い
う
意
味
で
す
。
地
域
の

清
掃
美
化
に
取
り
組
む
ア
ダ
プ

ト
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
道
路
や
河

川
な
ど
を
自
分
た
ち
の
養
子
の

よ
う
に
世
話
を
し
て
、
き
れ
い

な
町
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
環
境
課

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

手
話
の
入
門
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
手
話
に
関
心
の
あ
る
人

や
勉
強
し
て
み
た
い
人
は
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
こ
の
講
座
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

五
月
十
二
日
㈭
開
講

　

毎
週
木
曜
日
（
全
二
十
回
）

　

午
後
七
時
～
九
時

※
五
月
十
九
日
㈭
は
オ
ー
プ
ン

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話

を
体
験
し
て
み
た
い
人
は
一

回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場　

所　

中
央
公
民
館

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の

十
八
歳
以
上
の
人

定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料
（
教
材
代
な
ど

実
費
は
個
人
負
担
）

申
込
締
め
切
り
日

　

四
月
二
十
二
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格

○
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
二
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
人

○
平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
生

ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
か
平
成

二
十
四
年
三
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
じ
程
度
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
数　

八
百
五
十
人

※
こ
の
採
用
予
定
数
は
、
平
成

二
十
四
年
度
の
政
府
全
体
の

採
用
計
画
が
平
成
二
十
二
年

十
二
月
末
現
在
で
不
明
確
な

の
で
、
平
成
二
十
三
年
四
月

採
用
内
定
者
数
な
ど
を
基
準

に
し
て
い
ま
す
。

※
採
用
予
定
者
数
は
、
今
後
の

事
情
な
ど
で
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
人
事
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
受
付
期
間

　

四
月
一
日
㈮
～
十
四
日
㈭

※
受
験
申
込
書
の
提
出
は
で
き

る
だ
け
郵
送
（
簡
易
書
留
）

に
し
て
く
だ
さ
い
（
四
月
十

四
日
ま
で
の
通
信
日
付
有

効
）
。

申
し
込
み
先

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
を

所
轄
す
る
国
税
局

第
一
次
試
験

○
試
験
日
／
六
月
十
二
日
㈰

○
試
験
地
／
広
島
国
税
局
管
内

は
、
松
江
市
・
岡
山
市
・
広

島
市

○
試
験
種
目
／
教
養
試
験
（
多

肢
選
択
式
）
・
専
門
試
験

（
多
肢
選
択
式
・
記
述
式
）

第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

七
月
五
日
㈫

第
二
次
試
験

○
試
験
日
／
七
月
十
九
日
㈫
～

二
十
六
日
㈫
の
う
ち
指
定
す

る
日

○
試
験
地
／
広
島
国
税
局
管
内

で
は
、
広
島
市

○
試
験
種
目
／
人
物
試
験
・
身

体
検
査

最
終
合
格
者
発
表
日

　

八
月
十
九
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

募
　
　
集

国
税
専
門
官
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

「
ア
ダ
プ
ト
」
で
き
れ
い
な

町
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
二
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０
︲
８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
ノ
三
〇

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

○
瀬
戸
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
６
（
９
５
２
）
１
１
５
５

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

　

障
害
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、

通
所
者
に
熱
意
を
持
っ
て
指

導
・
支
援
が
で
き
る
人
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
は
履
歴
書
を

持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

給　

与　

時
給
八
百
五
十
円

（
日
額
五
千
百
円
）

勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

休　

日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

盆
、
年
末
年
始
（
詳
細
は
面

談
で
）

申
込
締
め
切
り
日

　

四
月
十
二
日
㈫
必
着

面
接
日
時　

四
月
十
九
日
㈫

　

午
前
十
時
～

面
接
場
所

　

山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
も
も
っ
こ
作
業
所
（
山
陽
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
７
０
９
‐０
８
２
１

　

赤
磐
市
河
本
七
七
八
ノ
一

　

☎
（
９
５
５
）
０
８
５
８

◆
縦
覧

　

平
成
二
十
三
年
度
の
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。
縦
覧
で
き
る

の
は
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
で
す
。
市
内
の
固
定
資
産
評

価
格
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
期
間　

四
月
一
日
㈮
～
五

月
三
十
一
日
㈫

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

時
三
十
分
（
市
役
所
閉
庁
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所

○
本
庁
税
務
課

○
各
支
所
市
民
生
活
課

◆
閲
覧

　

ご
本
人
の
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の

資
産
の
状
況
を
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
閲
覧
で
き
る
の
は
固
定

資
産
の
所
有
者
・
納
税
管
理
人

と
閲
覧
の
委
任
を
受
け
た
人
で

す
（
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
資

産
を
管
理
す
る
職
に
あ
る
人
か

閲
覧
の
委
任
を
受
け
た
人
）
。

ご
自
分
の
借
地
・
借
家
物
件
に

つ
い
て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
以
外
（
六

月
一
日
以
降
）
は
閲
覧
手
数
料

三
百
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

納
期
限

　

平
成
二
十
三
年
度
の
固
定
資

産
税
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
第
一
期
／
五
月
三
十
一
日
㈫

○
第
二
期
／
八
月
一
日
㈪

○
第
三
期
／
九
月
三
十
日
㈮

○
第
四
期
／
十
一
月
三
十
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
税
務
課
資
産
税
係

　

第
三
詩
集
『
大
い
な
る
樹

木
』
に
注
目
し
、
樹
木
に
託
さ

れ
た
清
子
の
祈
り
を
作
品
や
資

料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

開
催
期
間　

四
月
十
二
日
㈫
～

七
月
三
十
一
日
㈰

場　

所

　

永
瀬
清
子
展
示
室
（
く
ま
や

ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階
）

開
館
時
間

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

入
場
料　

無
料

休
館
日　

月
曜
日

問
い
合
わ
せ
先

○
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

平
成
二
十
年
に
発
行
し
た
赤

磐
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期

限
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
好

評
に
つ
き
、
さ
ら
に
三
年
間
延

長
し
ま
す
の
で
ご
来
園
の
と
き

に
は
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
方
法

　

お
手
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ド
イ
ツ
の
森
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
紛
失
や
転
入
さ
れ
た
市
民
の

人
に
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
、
市
民

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
土
日
祝
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
平

日
に
更
新
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

手
続
期
間　

平
成
二
十
三
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

※
Ｇ
Ｗ
期
間
（
四
月
二
十
九
日
、

三
十
日
、
五
月
一
日
、
三
日

～
五
日
）
を
除
く

有
効
期
限

　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
延
長

問
い
合
わ
せ
先

○
岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

　

☎
（
９
５
８
）
２
１
１
１

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
も
も
っ
こ
作
業
所
」
指
導
員
募
集

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

お
知
ら
せ

平
成
二
十
三
年
度

永
瀬
清
子
展
示
室
企
画
展

大
い
な
る
樹
木

― 

永
瀬
清
子
の
樹
木
を
め
ぐ
る
詩
想 

―

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
二
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
の
緊
急
景
気
対
応
緊
急
保

証
制
度
が
平
成
二
十
三
年
三
月

末
で
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

岡
山
県
信
用
保
証
協
会
で
独
自

の
支
援
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
三
月
末
日
ま
で
の
間
に
当
協

会
が
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を

し
た
市
商
工
業
振
興
資
金
保
証

融
資
制
度
の
融
資
は
、
一
部
の

例
外
を
除
き
、
資
金
使
途
を
問

わ
ず
、
保
証
料
が
所
定
の
保
証

料
率
か
ら
〇
・
二
㌫
割
り
引
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
信
用
保

証
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
岡
山
県
信
用
保
証
協
会

　

☎
０
８
６
（
２
４
３
）
１
１
２
２

　

農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、

農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た

農
業
振
興
地
域
農
用
地
の

除
外
・
編
入
に
つ
い
て

市
商
工
業
振
興
資
金
保
証

融
資
制
度
の
保
証
料
の
割
引

質　問　項　目 どちらかに○印を
つけてください

1 バスや電車で1人で外出していますか 0.はい 1.いいえ
2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ
4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ
6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がって
いますか 0.はい 1.いいえ

8 15分くらい続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ
9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ
11 6カ月間で2～3㌔以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長・体重を記入してください 身長：
cm

体重：
kg

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ
14 お茶や汁物などでむせることがありますか 1.はい 0.いいえ
15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ
16 週に1回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れが
あると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしてい
ますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからないときがありますか 1.はい 0.いいえ
21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽し
めなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっ
くうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ
25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

介
護
予
防
の
た
め
に
生
活
機
能
評
価

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

　

生
活
機
能
と
は
、こ
こ
ろ
や
体
の
働
き
に
加
え
、家

事
や
外
出
な
ど
日
常
生
活
を
送
る
と
き
に
必
要
と

な
る
機
能
の
こ
と
で
す
。高
齢
期
の
健
康
維
持
の
た

め
に
は
、疾
病
を
見
つ
け
、薬
に
頼
る
だ
け
で
は
不
十

分
で
す
。

　

加
齢
に
伴
い
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

出
現
し
て
く
る
、生
活
機
能
の
低
下
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、定
期
的
に

自
分
の
心
身
の
状
態
を
知
る
こ
と
で
す
。生
活
機
能

の
低
下
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
知
り
、健
康
の
維
持・向

上
の
た
め
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も「
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト（
※
）」で
、

自
己
チ
ェッ
ク
を
し
て
、気
に
な
る
傾
向
が
あ
れ
ば
早

期
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

赤
磐
市
で
は
昨
年
ま
で
は
、要
介
護・要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
六
十
五
歳
以
上
の
人
全
員
に
基

本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成

二
十
三
年
度
は
、昨
年
通
知
し
て
い
な
い
人
を
対
象

に
行
い
ま
す
。対
象
者
は
、平
成
二
十
二
年
度
中
に

新
た
に
六
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
人
と
平
成
二
十
二

年
度
中
に
転
入
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、ど

ち
ら
も
要
介
護・要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

で
す
。四
月
中
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
の
で
、各

項
目
に
回
答
し
、五
月
十
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ

い
。返
送
さ
れ
た
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
内
容
を
確

認
し
て
、生
活
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
人
に
は
、

六
月
中
に
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、今
回
通
知
予
定
以
外
の
人
で
、生
活
機
能

の
低
下
が
気
に
な
り
、介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て

み
た
い
と
思
って
い
る
人
は
、お
気
軽
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
の
手

続
き
な
ど
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

赤
磐
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
介
護
予
防
事
業「
お
達
者

塾
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
で
行
う
サ
ロ
ン
や
老
人
会
な
ど
で
も
、

介
護
予
防
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

⃝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
本
庁

　

☎（
９
５
５
）１
４
７
０

⃝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
赤
坂
分
室

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

⃝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
山
分
室

　

☎（
９
９
５
）２
３
５
０

⃝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
吉
井
分
室

　

☎（
９
５
４
）１
１
１
２

※
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
と
は（
左
表
）

　

二
十
五
項
目
を
集
計
し
、運
動
機
能
の
低
下
、低
栄
養

状
態
、口
腔
機
能
の
低
下
、閉
じ
こ
も
り
、認
知
症
、う
つ
状

態
な
ど
、機
能
の
低
下
の
有
無
を
チ
ェッ
ク
し
ま
す
。
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
二
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相

談

相談内容 日 　　時 場　　所 問い合わせ先

【消費生活】

4月4日㈪、7日㈭、11日㈪、
14日㈭、18日㈪、21日㈭、
25日㈪、28日㈭
午前10時～午後4時

本庁2階
消費生活相談室 本庁協働推進室

【無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田哲也・賀川進太郎

4月8日㈮
午後1時～4時

山陽産業会館２階
ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

【巡回無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士

4月20日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

【なやみごと（人権）】
【行政】

4月1日㈮
午前10時～正午

熊山支所２階
第1会議室 熊山支所市民生活課

4月13日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館２階
ふるさと交流室

【人権】本庁市民課
【行政】本庁協働推進室

4月20日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

4月20日㈬
午後1時～3時

仁美農村振興
センター 吉井支所市民生活課

【多重債務相談】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士
による電話相談として受け付けを行っています。

本庁市民課
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。

除
外
・
編
入
申
出
書
受
付
期
間

　

四
月
一
日
～
四
月
二
十
八
日

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
農
林
課

○
各
支
所
産
業
建
設
課

※
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地
は
縦

覧
で
き
ま
す
。

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
か
い
わ
三
月
号
十

九
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
表
①
犬

の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
を
お
渡
し
で
き
る

動
物
病
院
」
中
、
一
部
追
加

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

追
加
項
目
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
ブ
レ
ニ
ー
動
物
病
院

　

桜
が
丘
西
九
ノ
一
ノ
二

　

☎
（
９
５
８
）
５
５
９
０

め
、
原
則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ

の
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む

を
得
ず
転
用
す
る
場
合
は
、
農

地
法
に
基
づ
く
手
続
き
の
前
に
、

そ
の
土
地
を
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
に
は
、
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ

き
土
地
が
な
い
。

②
農
業
上
の
効
率
的
な
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
。

③
ほ
か
の
農
業
者
の
利
用
集
積

な
ど
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
な
い
。

④
土
地
改
良
施
設
な
ど
が
持
つ

機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
な
い
。

⑤
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
後
八

年
以
上
経
過
し
た
農
地
で
あ

る
。

⑥
転
用
計
画
の
実
現
の
見
込
み

が
あ
る
。

※
他
法
令
の
許
可
な
ど
を
見
込

め
な
い
転
用
計
画
は
受
理
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
都
合
に
よ
り
編
入
す

る
場
合
も
そ
の
申
し
出
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
四
月
と
十
月
に
除

外
・
編
入
の
申
し
出
を
受
け
付
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Sports Topics
ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２
／
F
A
X（
９
５
５
）０
５
０
７

第
八
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
開
催
日
】　
一月
三
十
日
㈰

【
場　
所
】　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
成　
績
】

◆
男
子
Ａ

◦
優　
勝
…
山
陽
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
井
原
浩
一・
国
末
克
顕

◦
準
優
勝
…
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
赤
田
和
広
・
岩
藤
照
将

◦
第
三
位
…
は
ね
っ
こ

　
　
　
　
　
井
上
道
弘
・
丸
野
裕
太

◦
第
三
位
…
熊　
山

　
　
　
　
　
実
盛
和
寿
・
万
代
芳
郎

◆
女
子
Ａ

◦
優　
勝
…
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
河
井
麻
希
・
福
田
ひ
ろ
み

◦
準
優
勝
…
山
陽
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
井
原
彩
香
・
奥
田
麻
紀

◦
第
三
位
…
山
陽
ジ
ュニ
ア
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
沖
実
稚
恵
・
森
美
紗
子

◆
男
子
Ｂ

◦
優　
勝
…
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
岡　
寿
典
・
岡
崎
智
弘

◦
準
優
勝
…
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル

　
　
　
　
　
紺
野
慎
一・
社
成
二
郎

◦
第
三
位
…
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル

　
　
　
　
　
武
本　
実
・
青
井
公
尚

◦
第
三
位
…
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
所
谷
圭
幸
・
正
信
幸
子

◆
女
子
Ｂ

◦
優　
勝
…
熊　
山

　
　
　
　
　
下
山
好
美
・
藤
原
絵
美

◦
準
優
勝
…
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス

　
　
　
　
　
金
森
真
理
子・広
田
雅
子

◦
第
三
位
…
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス

　
　
　
　
　
松
浦
荘
子・末
井
由
佳
里

し
出
し
あ
り

◦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　
初
心
者
講
習
受
講
者
の
み

◦
屋
内
プ
ー
ル

　
①
午
前
十
時
～
正
午

　
②
午
後
二
時
～
四
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

第
十
一
回
赤
磐
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　
二
人
一
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】　
五
月
八
日
㈰

　
午
前
八
時
三
十
分
～

【
場　
所
】　
草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
資
格
】

　
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住・在
勤
者

【
参
加
費
】

◦
中
学
生
…
…
…一
人
三
百
円

◦
高
校
生
以
上
…一
人
五
百
円

【
試
合
方
法
】

◦
中
学
生
男
子・女
子

◦
一
般
男
子・女
子

◦
シ
ニ
ア（
四
十
五
歳
以
上
）

　
男
子・女
子

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　
四
月
三
十
日
㈯

【
主　
催
】

　
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

◦
江
木

　
☎
０
９
０（
７
９
７
６
）０
０
３
５

第
十
二
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

【
開
催
日
】　
二
月
六
日
㈰

【
場　
所
】　
高
陽
中
学
校
体
育
館

【
参
加
者
】　
百
二
十
人

【
大
会
結
果
】

◆
団　
体

◦
優　
勝
…
山
陽
卓
親
Ｃ

◦
準
優
勝
…
チ
ー
ム
ス
マ
ッ
シ
ュ
Ａ

◦
第
三
位
…
山
陽
卓
親
Ｂ

　
　
　
　
　
山
陽
卓
親
Ａ

◆
個
人
Ａ
ク
ラ
ス

◦
優　
勝
…
横
山　
　
正（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
…
兵
江　
貞
己

　
　
　
　
　
（
チ
ー
ム
ス
マ
ッ
シ
ュ
）

◦
第
三
位
…
池
上　
直
樹

　
　
　
　
　
（
チ
ー
ム
ス
マ
ッ
シ
ュ
）

　
　
　
　
　
大
内　
琢
馬

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

◆
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス

◦
優　
勝
…
小
坂　
憲
広（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

◦
準
優
勝
…
小
林　
史
佳（
桜
が
丘
中
）

◦
第
三
位
…
尾
野　
友
哉（
山
陽
卓
親
）

　
　
　
　
　
西
山　
嘉
寛（
山
陽
卓
親
）

◦
敗
者
復
活
戦
優
勝
…

　
　
　
　
　
山
下　
沙
織（
白
陵
中
）

◆
個
人
初
心
者
ク
ラ
ス

◦
優　
勝
…
戸
田　
忠
良

　
　
　
　
　
（
山
陽
公
民
館
）

◦
準
優
勝
…
原
田
聡
一
郎（
白
陵
中
）

◦
第
三
位
…
山
本　
友
廣

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
　
　
　
山
本
千
代
子

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
敗
者
復
活
戦
優
勝
…

　
　
　
　
　
八
田
夏
渚
子（
白
陵
中
）

◆
男
女
子
Ｃ

◦
優　
勝
…
チ
ェ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
松
岡
良
樹・平
松
昴
氣

◦
準
優
勝
…
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス

　
　
　
　
　
詫
間
亜
希
子・平
下
和
恵

◦
第
三
位
…
高
陽
中

　
　
　
　
　
田
中
妃
奈
・
平
野
志
穂

◆
男
女
子
Ｄ

◦
優　
勝
…
山
陽
ジ
ュニ
ア
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
亀
井
宏
哉
・
上
野
未
結

◦
準
優
勝
…
チ
ェ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
中
上
舞
香
・
松
岡
愛
生

◦
第
三
位
…
山
陽
ジ
ュニ
ア
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
大
饗
優
華
・
平
野　
葵

◦
第
三
位
…
チ
ェ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
末
井
優
翔
・
広
田
哲
平

第
十
一
回
吉
井
つ
ち
の
こ
駅
伝
大
会

【
開
催
日
】　
二
月
二
十
日
㈰

【
場　
所
】　
城
南
小
学
校
発
着

【
参　
加
】　
四
十
二
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】

◆
小
学
一
～
三
年
生
混
成
の
部

◦
優　
勝
…
海
賊
た
ま
ご
軍
団
Ｚ

◦
準
優
勝
…
山
陽
東
小
ラ
ン
ナ
ー
ズ

◦
第
三
位
…
走
れ
！
タ
イ
ガ
ー

◆
小
学
四
～
六
年
生
男
子
の
部

◦
優　
勝
…
イ
モ
リ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ェ
ル

◦
準
優
勝
…
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

◦
第
三
位
…
城
南
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

◆
小
学
四
～
六
年
生
女
子
の
部

◦
優　
勝
…
走
れ
た
い
や
き
く
ん

◦
準
優
勝
…
チ
ュッ
パ
チ
ャッ
プ
ス

◦
第
三
位
…
ハ
イ
ジ
Ｋ

◆
一
般（
中
学
生
以
上
）男
子
の
部

◦
優　
勝
…
ザ
☆
ス
タ
ー
ズ

◦
準
優
勝
…
坊
Ｚ
２

◦
第
三
位
…
お
じ
ゃ
ま
き
ん
ぐ

◆
一
般（
中
学
生
以
上
）女
子
の
部

◦
優　
勝
…
城
南
ク
ラ
ブ

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
無
料
開
放
！

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
の
開
園
記
念

日
に
、体
育
館・屋
内
プ
ー
ル・ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】　
四
月
二
十
九
日（
金・祝
）

　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

※
プ
ー
ル
は
下
記
の
と
お
り

【
無
料
開
放
施
設
】

◦
体
育
館
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、卓
球
、ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

※
三
十
分
の
入
れ
替
え
制
、用
具
の
貸

お
知
ら
せ

大
会
結
果
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（
山
陽
二
丁
目
）

【
受　
付
】　
土・日
曜
日
午
後（
弥
生

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
年
会
費
】

◦
新
規
…
四
千
五
百
円

◦
継
続
…
四
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
事
務
局・田
中

　
昼 

☎
０
９
０（
６
８
４
９
）２
３
４
５

　
夜 

☎（
９
５
５
）０
０
６
６

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
開
園
二
十
周
年
記
念

「
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
☆

　
　
　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
の
開
園

二
十
周
年
を
記

念
し
て
、フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

あ
な
た

が
ふ
れ
あ

い
公
園
で
感

じ
た「
四
季
」を

一
枚
の
写
真
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
テ
ー
マ
】

　

山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
の
四
季

【
対
象
作
品
】

　
ふ
れ
あ
い
公
園
の
魅
力
を
感
じ
さ

せ
る
風
景
や
人
物
ス
ナ
ッ
プ
、ス
ポ
ー

ツ
シ
ー
ン
な
ど
を
撮
影
し
た
も
の
で
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。た
だ
し
、一

人
一
季
三
点
ま
で
。

【
撮
影
場
所
】

　
ふ
れ
あ
い
公
園
内
か
ふ
れ
あ
い
公

園
を
外
か
ら
撮
影
し
た
も
の

い
つ
ま
で
も
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で
、健
康
づ

く
り
、仲
間
づ
く
り
、青
少
年
の
健
全

育
成
、明
る
く
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
活

動
拠
点
と
し
、ヨ
ガ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

テ
ニ
ス
、水
泳
、フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
多
数

の
教
室
を
開
催
す
る
ほ
か
、野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
大
会
、音
楽

鑑
賞
会
な
ど
二
十
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
二
百
九
人
で
、新
規
会

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

◦
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ

　
☎（
９
５
４
）２
３
２
３　

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

◇
赤
磐
市
ゴ
ル
フ
選
手
権（
Ｗ
ぺ
リ
ア

方
式
）兼
第
十
七
回
岡
山
県
民
ゴ
ル

フ
大
会
選
考
会（
グ
ロ
ス
上
位
者
）

【
日　
程
】　
五
月
三
日
㈫・㈷

【
参
加
資
格
】　
市
内
在
住・在
勤
者

【
プ
レ
ー
代
】

　
一
万
千
円（
キ
ャ
デ
ィ
付
）

【
参
加
費
】　
千
五
百
円

【
競
技
方
法
】

◦
Ｊ
Ｇ
Ａ
お
よ
び
ゴ
ル
フ
場
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
適
用

◦
ノ
ー
タ
ッ
チ・コ
ン
ペ
マ
ー
ク
使
用

【
場　
所
】　
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド･

カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　
四
月
十
五
日
㈮

【
申
し
込
み
先
】

◦
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド・カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎（
９
５
７
）３
１
３
１

◦
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
☎（
９
５
４
）２
２
１
１

◦
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎（
９
５
７
）２
２
０
１

◦
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽

　
☎（
９
５
５
）２
２
６
０

【
主　
催
】

◦
赤
磐
市
体
育
協
会

◦
赤
磐
市
ゴ
ル
フ
協
会

青
空
の
も
と
白
球
を

追
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

平
成
二
十
三
年
度
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。市
内
に
在
住・在
勤
の
人

で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。初
心
者
歓

迎
！
初
心
者
教
室
も
開
催
予
定
で
す
。

【
場　
所
】　
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
撮
影
時
期
】

　
平
成
二
十
三
年
一
月

　
～
平
成
二
十
四
年
三
月

【
そ
の
他
】

　

画
像
処
理・加
工
し
た
も
の
、組
写

真
は
不
可

【
応
募
期
間
】

◦「
春
」…
六
月
末
日

◦「
夏
」…
九
月
末
日

◦「
秋
」…
十
二
月
末
日

◦「
冬
」…
三
月
末
日

※
そ
れ
ぞ
れ
末
日
必
着

【
応
募
方
法
】

　
応
募
要
項（
※
）に
同
意
し
、所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
、

六
切
か
ら
四
切
の
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
応
募
写
真
と
一
緒
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課（
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育

館
窓
口
）あ
て
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
必
要
事
項
】

　
氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業
、住

所
、電
話
番
号
、撮
影
日
、応
募
季
節

（
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

も
の
は
、審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

【
審
査
と
入
賞
発
表
】

　
各
季
節
の
応
募
期
間
締
め
切
り
後
、

市
教
育
委
員
会
で
審
査
会
を
実
施
し
、

入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。入
賞
の
発

表
は
、本
人
へ
の
通
知
の
ほ
か
、広
報
あ

か
い
わ
へ
の
掲
載
と
ふ
れ
あ
い
公
園
総

合
体
育
館
内
掲
示
板
へ
の
掲
示
を
行

い
ま
す（
紹
介
時
に
は
入
賞
者
の
氏
名

を
公
表
し
ま
す
）。

◦
季
節
大
賞
…
各
季
一
人

◦
季
節
賞
…
…
各
季
若
干
名

◦
特
別
賞
…
…
各
季
若
干
名

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ス
ポ

ー
ツ
の
ペ
ー
ジ
か
、ふ
れ
あ
い
公
園

と
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
応
募

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

参
戦
に
つ
い
て

　
五
月
二
十
五
日
㈬
、全
国
一
斉
に
行

わ
れ
、赤
磐
市
も
二
年
連
続
で
参
戦
す

る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

【
今
年
の
対
戦
相
手
】

　
二
月
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
で
赤
磐

市
の
対
戦
相
手
は
、秋
田
県
仙
北
市

（
せ
ん
ぼ
く
し
）に
決
定
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
は
、秋
田
県
の
中
央
東
部
に

位
置
し
東
は
岩
手
県
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。日
本
一
深
い
湖「
田
沢
湖
」で
有

名
な
ま
ち
で
す
。人
口
約
三
万
人
、チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
今
年
初
参
戦
で
す
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、仙
北
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
五
月
号
で
は
、直
前
の
特
集
記
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
、

【
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://www.city.semboku.akita.jp/

吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
ス
タ
ー
ト
！

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
吉

井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
」が
、設
立
準
備

委
員
会
を
経
て
、ク
ラ
ブ
の
目
的
や
活

動
内
容
が
地
域
に
浸
透
し
体
制
も
整

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、三
月
五
日
の
設

立
総
会
で
運
営
委
員
会
に
変
更
さ
れ
、

四
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

　
「
だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ
で
も
、
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火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（1）

1
（1）

0
（1）

2
（3）

4
（6）

7
（18）

45
（90）

8
（18）

11
（27）

71
（153）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（4）

14
（33）

3
（6）

7
（10）

25
（53）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

14
（27）

6
（10）

0
（1）

21
（39）

計 1
（1）

1
（1）

0
（1）

2
（3）

4
（6）

9
（23）

73
（150）

17
（34）

18
（38）

117
（245）

■平成23年赤磐市火災・救急発生状況（2月）

※（　）は平成23年の累計

〜ほっぺたを たたいて つねって はしるより ５分止まって しんこきゅう〜

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

23年2月中 88 18 0 2 24 70 

22年2月中 76 26 0 2 31 50 

増        減 12 -8 0 0 -7 20 

23年2月末 183 45 2 5 61 138 

22年2月末 144 52 0 2 70 92 

増        減 39 -7 2 3 -9 46 

■平成23年赤磐市交通事故発生状況（2月）

赤磐警察署調べ

誰
も
が
被
害
者
、

　
　
　
加
害
者
に
…

　

近
年
、
ケ
ー
タ
イ
（
携
帯
電
話
）
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
情
報
機
器
の
急
速
な
普
及
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利

用
し
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
を
作
成
し

た
り
、
掲
示
板
で
自
ら
の
情
報
の
発
信
や

意
見
表
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
ま
す
ま
す
便
利
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
他
方
で
は
残
念
な
こ
と
に
、

他
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
、
無
責
任
な
う
わ

さ
、
特
定
の
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
情
報
の
無
断
掲
示
、
差
別
的
な
落
書

き
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
す
る
例

も
増
え
て
い
ま
す
。
掲
示
板
で
の
書
き
込

み
を
苦
に
自
殺
を
図
る
と
い
っ
た
現
象
も

お
き
て
お
り
、
事
態
は
深
刻
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

気
軽
に
ケ
ー
タ
イ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
う
こ
と
が
日
常
化
し
た
現
在
、
誰
も

が
常
に
人
権
侵
害
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

何
気
な
く
掲
示
板
に
投
稿
し
た
こ
と
が
、

知
ら
な
い
間
に
第
三
者
を
傷
つ
け
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

実
態
が
な
い
の
で
、
つ
い
現
実
社
会
と
離

れ
て
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
こ

に
は
現
実
社
会
と
同
様
に
、
ま
た
は
そ
れ

以
上
に
不
特
定
多
数
の
人
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
自
ら
情
報
を
発
信
す
る
と
き
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
が
人
間
で

あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
人
権
に
配
慮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
使
う
人
次
第
で

「
人
を
幸
せ
に
す
る
道
具
」
に
も
な
り
「
人

を
傷
つ
け
る
凶
器
」
に
も
な
り
ま
す
。
本

当
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
生
か
し
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
41
回

平成23年 赤磐市火災・救急・交通事故発生状況
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●問い合わせ先／本庁総務課 ☎ 955-4782

運用開始
　市では、平成 23 年 4 月 1 日から全国瞬
時警報システム（J-ALERT）による緊急放
送をスタートします。
　このシステムは、国民保護（ミサイル発
射や大規模テロなど）情報や緊急地震速報
など、対処に時間的余裕のない事態に関す
る緊急情報を消防庁（国）が入手したとき
に、衛星通信ネットワークを用いて市の同
報系防災行政無線を自動起動させます。そ
して屋外スピーカーや戸別受信機でその情
報を市民の皆さんにお伝えするものです。
　これらの情報が放送されたときは、テレ
ビやラジオをつけて情報に注意し、身の安
全を確保して落ち着いて行動するようにし
ましょう。

全国瞬時警報システム

情報の種類 放送条件 チャイム／サイレン 放送例

国民保護情報 国からの情報を
すべて放送 有事サイレン

「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域
に着弾する可能性があります。屋内に避難しテレ
ビ・ラジオをつけてください。」
※その他『ゲリラ特殊部隊攻撃情報』『航空攻撃
情報』『大規模テロ情報』があります。

緊急地震速報 推定震度５弱以上 NHKチャイム音 「大地震です。大地震です。」

■J-ALERTにより放送される情報

　5月31日㈫、10時15分ごろ全国一斉に、緊急地震速報による
J-ALERTを通じた訓練が実施されます。赤磐市では市内全域で、自
動起動の放送訓練を行う予定です。訓練の前には十分広報を行いま
すが、皆さんのご協力をお願いします。

訓練の実施について（お知らせ）

⃝これらの情報は、自動的に放送するシステムのため、昼夜を問わず24
時間いつでも放送されますのでご了承ください。

⃝このシステムは国からの信号で自動的に起動する方式を採っているた
め、場合により誤報などが発信される可能性もありますが、その場合は
訂正放送が流れます。

⃝緊急地震速報の場合、震源に近いときや直下型地震の場合は、速報
が間に合わないことがあります。

■注意事項

サイレン・
音声による放送

瞬時に伝達

内閣官房

武力攻撃

地  震

気象庁

消防庁

防災行政無線

赤磐市役所

ジ ェ イ - ア ラ ー ト
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課  ☎955-4770

　

薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
ク
イ
ズ
や
雑
学

も
交
え
て
楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
、
薬
の
話
を

し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
教
室
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】　

四
月
二
十
一
日
㈭

　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

【
場　

所
】　

中
央
公
民
館
二
階
視
聴
覚
室

【
内　

容
】

　

①
市
販
薬
を
買
う
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

　

②
く
す
り
の
正
し
い
飲
み
方
・
使
い
方

　

③
く
す
り
の
保
管
方
法

【
対　

象
】　

一
般

【
参
加
費
】　

無
料

【
定　

員
】　

先
着
八
十
人

【
申
込
締
め
切
り
日
】　

四
月
二
十
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

⃝
お
か
や
ま
薬
局
山
陽
店

　

☎
（
９
５
５
）
０
０
８
０

知
っ
て
安
心
！
知
っ
て
得
す
る
！

お
く
す
り
教
室

微
笑
み
が
心
ぽ
か
ぽ
か
ホ
ッ
カ
イ
ロ

差
し
伸
べ
た
手
の
温
も
り
に
笑
顔
も
れ

散
歩
道
笑
顔
交
わ
し
て
右
左

あ
の
人
が
居
る
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
で
る

お
金
よ
り
笑
顔
を
く
れ
る
あ
な
た
好
き

華
や
か
な
笑
顔
の
陰
に
ト
ゲ
隠
す

初
春
の
笑
顔
が
揃
う
屠
蘇
の
膳

独
り
住
み
笑
顔
忘
れ
た
日
が
続
く

凍
て
つ
い
た
顔
が
笑
顔
に
変
わ
る
鍋

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
永
久
に
ベ
ス
ト
ワ
ン

そ
の
笑
顔
も
う
許
し
て
る
あ
か
し
で
す

終
章
へ
笑
顔
を
貯
め
て
お
く
余
生

風
を
許
せ
ば
み
ん
な
笑
顔
に
変
わ
る
街

川
柳
く
ま
や
ま
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ 「
笑
顔
」

　

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】　

四
月
二
十
九
日
㈮　

午
前
十
一
時
～

【
場　

所
】　

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
内　

容
】　

芸
能
部
門
の
発
表
会

　

山
陽
支
部
か
ら
の
交
流
出
演
も
あ
り
ま
す
。

【
発
表
グ
ル
ー
プ
】　

日
本
琴
、
尺
八
、
日
本
舞
踊
、

民
踊
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
剣
詩
舞
、
社
交
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス

【
入
場
料
】　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
熊
山
公
民
館 

☎
（
９
９
５
）
１
３
６
０

赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部

春
の
文
化
祭

金
光　

久
子

藤
森　

と
し
お

小
野　

房
子

小
山　

ふ
じ
え

佐
藤　

礼
子

光
山　

悦
子

長
谷
川
至
外
余

大
岩　

歌
子

長
舩　

克
己

中
山　

亮
一

沖　

百
合
子

松
田　

牧
子

従
野　

健
一

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
…

初
客
の
帰
り
て
淋
し
部
屋
内
に
外
ひ
い
孫
の
匂
う
う
つ
り
香

乗
せ
ら
れ
て
「
い
い
な
、
い
い
ね
」
と
言
う
女
孫
の
朝
か
ら
夕
餉
を
考
え
て
お
り

大
霜
に
皇
帝
ダ
リ
ア
は
黒
ず
み
て
一
夜
に
庭
は
化
る
冬
景
色

台
湾
ゆ
う
か
ら
引
揚
げ
六
十
五
年
風
雪
に
耐
え
う
つ
つ
し
倖
せ

熊
山
わ
か
ば
会

…
…
…
土
井　
　

昌
子

…
…
…
石
田　
　

乙
江

…
…
…
森
田　
　

経
子

…
…
…
濱
田　
　

政
恵
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こ
ん
に
ち
は
、
山

陽
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
年
に
一
度
は
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て

い
ま
す
が
、
覚
え
て

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
今
年
は
高
月
公
民

館
で
「
小
さ
な
発
表
会
」

を
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
歌
の
合
間
に
お

茶
を
交
え
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

や
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
歌
っ
て
く
れ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
三
人
の
入
会
が
あ
り
、
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

【
場　

所
】　

高
月
公
民
館

【
指
導
者
】　

中
村
芳
弘
先
生
（
山
陽
女
子
高
校
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
幡
山
容
香

　

☎
／
FAX
（
９
５
５
）
１
０
０
７

山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス

メ
ン
バ
ー
募
集

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、
十
七
世
紀
に
ア
メ
リ
カ

へ
移
住
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
輪
舞
を
も

と
に
作
っ
た
ダ
ン
ス
で
、
八
人
一
組
と
な
っ
て
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
難
し
い
ス
テ
ッ
プ
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
楽
し
ん
で

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？

※
参
加
す
る
時
は
、
運
動
靴
か
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
主　

催
】　

赤
磐
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

【
期　

間
】　

四
月
二
日
㈯
～

　

毎
週
土
曜
日　

※
計
十
五
回

【
場　

所
】　

中
央
公
民
館
一
階 

第
一
会
議
室

【
時　

間
】　

午
前
十
時
～
正
午

【
指
導
者
】

　

㈳
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
者

　

橋
本
勉
（
岡
山
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
所
属
）

【
会　

費
】

　

十
五
回
分
／
千
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

⃝
ク
ラ
ブ
代
表
／
原
崎　

光
美

　

☎
（
９
５
５
）
６
２
８
１

⃝
事
務
局
／
橋
本　

恵
里
子

　

☎
０
８
６
（
４
８
２
）
１
３
４
３

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
参
加
者
募
集

…
…
…
宇
高　

圭
子

…
…
…
須
藤　

貞
子

…
…
…
小
野　

房
子

…
…
…
暮
地
岩
い
さ
よ

…
…
…
川
崎　

朋
子

…
…
…
小
野　

境
子

…
…
…
杉
山
つ
や
子

…
…
…
岡
野
美
登
里

…
…
…
藤
原　
　

操

…
…
…
山
田　

貞
子

…
…
…
芳
形　
　

操

…
…
…
小
野　

光
恵

…
…
…
南　
　

順
子

…
…
…
小
倉　

庸
代

…
…
…
山
田　

京
子

吾
の
裡
の
愁
い
を
払
い
は
れ
晴
と
初
春
待
つ
庭
に
香
る
蝋
梅

初
詣
の
《
二
拝
二
拍
手
一
拝
》
を
孫
は
学
び
て
祖
父
の
背
よ

石
蓮
寺
の
過
疎
の
ニ
ュ
ー
ス
は
若
者
の
住
み
て
窯
の
煙
は
包
む

短
歌
会
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
並
べ
た
る
ボ
ト
ル
編
袋
は
吾
の
惚
け
防
止

母
の
編
む
惚
け
防
止
の
お
茶
袋
短
歌
席
に
並
ぶ
を
感
謝
の
学
び

厳
冬
の
川
面
を
泳
ぐ
百
合
鴨
一
羽
の
仕
草
に
こ
こ
ろ
和
ら
ぐ

与
え
ら
る
命
短
く
な
り
し
春
意
義
あ
る
日
日
過
ご
さ
む
願
い

誘
わ
れ
て
姑
の
後
つ
ぐ
短
歌
の
道
無
学
の
吾
の
前
途
の
希
望

懐
か
し
み
ご
ぶ
さ
た
抜
き
の
女
学
生
に
戻
り
て
友
ら
と
老
い
さ
き
放
談

菊
萎
れ
去
り
ゆ
く
秋
を
惜
し
む
季
よ
さ
庭
に
二
輪
の
八
重
の
山
茶
花

慟
哭
と
悲
鳴
の
中
の
飼
主
ら
和
牛
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

晩
秋
の
熊
山
遺
跡
を
訪
う
受
講
千
年
杉
の
雄
大
な
景

古
里
の
北
風
荒
ぶ
藪
蔭
に
枇
杷
の
花
笑
む
暮
る
る
寅
年

霜
枯
れ
の
山
路
に
息
衝
く
秋
の
ひ
と
つ
山
柿
の
實
に
こ
こ
ろ
寄
せ
ゆ
く

ひ
た
ひ
た
と
寄
す
さ
ざ
波
の
ご
と
胸
に
満
つ
若
き
日
の
旅
よ
病
む
夫
と
の
朝
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2月

3月

ま ち の わ だ い

▶
人
権
の
花
の
種
と
手
紙
を
渡
す
児
童
た
ち

▲地域の人に教わりながらもちつきをする園児たち

▲教わった楽器で演奏をする生徒たち

日
ご
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
！

山
陽
東
小
「
感
謝
の
会
」

　

二
月
八
日
㈫
、
山
陽
東
小
学
校
で
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
向
け
て
、「
感
謝
の
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
は
、
登
下

校
の
見
守
り
や
草
刈
り
、
清
掃
、
遊
具
の

ペ
ン
キ
塗
り
、
算
数
教
室
、
将
棋
教
室
、

本
の
読
み
聞
か
せ
、
ミ
シ
ン
指
導
な
ど
幅

広
く
、
そ
の
人
数
は
百
六
十
人
以
上
に
も

な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
六
十
四
人
が
小
学
校
を
訪
れ
、

児
童
た
ち
と
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
で
遊
ん
だ

り
、
児
童
が
育
て
た
人
権
の
花
の
種
と
手

紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

司
会
の
児
童
か
ら
感
想

を
聞
か
れ
る
と
、「
感
謝
の

心
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
」
と
満
面
の

笑
み
で
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
優
し

い
心
に
、
児
童
た
ち
が
感

謝
の
心
で
こ
た
え
、
あ
た

た
か
い
地
域
の
輪
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
む

磐
梨
中
和
楽
器
体
験
授
業

　

二
月
二
十
二
日
㈫
に
、
磐
梨
中
学
校
で
和
楽
器
の

体
験
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
赤
磐
三
曲
協

会
の
会
員
が
、
子
ど
も
た
ち
に
箏そ

う

や
尺
八
な
ど
に
触

れ
、
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
年
に

数
回
、
市
内
外
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
今
回
、
磐
梨
中
学
校
で
は
二
年
生
と

三
年
生
が
参
加
し
、
尺
八
や
箏
の
音
を
出
す
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
最
後
に
は
講
師
の
人
と
一
緒
に
演
奏
も

し
ま
し
た
。

　

講
師
の
水
島
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
外
国

の
人
と
触
れ
合
う
機
会
も
多
く
な
る
は
ず
。
和
楽
器

の
演
奏
を
覚
え
て
、
外
国
の
人
と
の
交
流
で
使
っ
た

り
、
紹
介
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
」
と
生
徒
た
ち
に

語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

み
ん
な
で
も
ち
つ
き

西
山
幼
稚
園
「
あ
り
が
と
う
も
ち
つ
き
会
」

　

二
月
二
十
六
日
㈯
、
三
月
で
閉
園
と
な
る
西

山
幼
稚
園
で
家
族
や
地
域
の
人
を
招
い
て
「
あ

り
が
と
う
も
ち
つ
き
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
二
百
人
近
い
人
が
訪
れ
、
一
緒
に

も
ち
を
つ
い
た
り
、
こ
ね
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
が
終
わ
っ
た
後
は
西
山
公
民
館

に
移
動
し
て
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、

園
児
が
幼
稚
園
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
昔
懐
か
し

い
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た
人
の

中
に
は
涙
ぐ
む
人
も
い
て
、
西
山
幼
稚
園
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
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▲他校の生徒の作品を見ようと訪れた中学生たち

▲美しい音色を奏でる五人の奏者たち

▶
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

◀
は
く
製
の
展
示
に
興
味
津
々

生
徒
た
ち
の
力
作
に
来
場
者
も
感
嘆

赤
磐
市
中
学
生
美
術
展

　

二
月
六
日
㈰
か
ら
十
三
日
㈰
ま
で
、
中
央
図

書
館
で
市
内
五
つ
の
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
作

品
を
集
め
た
赤
磐
市
中
学
生
美
術
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
中
学
校
教
育
研
究
会
赤
磐
支
部
美

術
部
会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の

美
術
展
に
は
版
画
や
彫
刻
、
デ
ッ
サ
ン
な
ど
約

千
五
百
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
の
中
に

は
縦
が
お
よ
そ
二
㍍
、
横
が
四
㍍
近
い
も
の
も

あ
り
、
訪
れ
た
人
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

美
し
い
音
色
に
う
っ
と
り

第
八
回
赤
磐
市
音
楽
祭

　

三
月
六
日
㈰
、
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
第
八
回
赤
磐
市
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
「
愛
の
喜
び
」

や
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五

重
奏
」
な
ど
全
六
曲
が
演
奏
さ
れ
、
お
よ
そ

二
百
人
の
来
場
者
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
美
し
い
音
色
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
ど
ん
ど
ん
分
解
し

な
が
ら
演
奏
す
る
と
い
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

野
生
鳥
獣
の

生
態
に
合
っ
た
対
策
を

有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

二
月
二
十
七
日
㈰
、
赤
坂
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
、
有
害
鳥
獣
対
策
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
の
軽
減
を
目
指
し
た

も
の
で
、
市
内
で
は
初
め
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
農
林
業
関
係
者

や
狩
猟
関
係
者
、
地
区
代
表
者
や
行

政
関
係
者
な
ど
二
百
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
、
人
々
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
研
究

の
専
門
家
江
口
祐
輔
さ
ん
に
よ
る
生

態
の
講
演
や
県
民
局
職
員
に
よ
る
狩

猟
免
許
に
つ
い
て
の
説
明
、
ま
た
環

境
省
職
員
に
よ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
野

生
鳥
獣
対
策
は
初
動
が
大
切
で
あ
り
、

捕
獲
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
地
に

侵
入
さ
せ
な
い
対
策
、
集
落
に
寄
せ

付
け
な
い
対
策
を
同
時
に
取
る
こ
と

が
大
切
」
と
い
う
専
門
家
の
言
葉
に
、

参
加
者
も
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー

ト
リ
ア
の
は
く
製
の
展
示
も
行
わ
れ
、

今
後
の
野
生
鳥
獣
の
対
策
を
考
え
る

上
で
と
て
も
役
立
つ
内
容
で
し
た
。
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▼
最
近
め
っ
き
り
日
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

先
日
市
内
に
咲
く
花
の
写
真
を
撮
っ
て
い

た
ら
、ミ
ツ
バ
チ
が
せ
っ
せ
と
蜜
を
集
め

て
い
ま
し
た
。ト
カ
ゲ
も
地
面
を
は
っ
て

お
り
、季
節
は
も
う
春
で
す
ね
。新
た
な

年
度
の
始
ま
り
に
何
だ
か
わ
く
わ
く
し
て

く
る
反
面
、「
花
粉
症
」と
い
う
三
文
字
が

私
を
憂
う
つ
に
し
ま
す
。今
年
は
飛
散
量

も
尋
常
じ
ゃ
な
い
ら
し
く
、し
ば
ら
く
は

保
湿
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
目
薬
を
常
備
す
る
毎

日
で
す
。

▼
春
に
な
る
と
、花
よ
り
団
子
の
私
は
、イ

チ
ゴ
大
福
が
お
い
し
い
季
節
だ
な
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
カ
ウ

ン
タ
ー
の
横
に「
さ
あ
！
買
っ
ち
ゃ
い
な

よ
！
」と
言
わ
ん
ば
か
り
に
置
い
て
あ
る

と
、見
事
に
そ
の
罠
に
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。最
近
で
は
、レ
ジ
以
外
の
場
所
で

見
つ
け
て
も
、し
っ
か
り
か
ご
に
入
っ
て
い

ま
す
。本
当
に
魅
力
的
な
食
べ
物
で
す
。

（
テ
ィ・ア
ー
ル
）

編

集

後

記

人い
き
い
き

い
き
い
きき

ら
り

ま
ち

今
月
か
ら「
ふ
る
さ
と
探
訪
」は
、「
人
い
き
い
き
ま
ち
き
ら
り
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
赤
磐
で
い
き
い
き
と
活
動
す
る
人
や
き
ら
り
と
光
る
ま
ち
の
風
景
や
歴
史
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
て
泳
ぐ
た
め
の
努
力

　

一
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
大
阪
府
の
な
み

は
や
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
水
泳
大
会
の
五
十
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
八
十
歳
区
分
で
、
三
十
九
秒
六
六
の

世
界
新
記
録
で
優
勝
し
た
石
黒
義
雄
さ
ん
。
し
か

し
、
世
界
記
録
を
樹
立
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
決

し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
七
十
五
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
タ
イ
ム
が
だ

ん
だ
ん
と
落
ち
て
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
本
当

に
も
う
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
」
と
語
る
石
黒
さ
ん
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
も
落
ち
て
く
る
た
め
、

今
ま
で
の
泳
ぎ
で
は
タ
イ
ム
が
落
ち
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
縮
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
そ
う

で
す
。

　

そ
こ
で
石
黒
さ
ん
は
二
つ
の
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
一
つ
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
「
楽
し
て
速
く
泳
げ
な
い
も
の
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
石
黒
さ
ん
は
得
意
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
駆
使
し

て
、
自
分
の
体
に
合
っ
た
、
効
率
的
に
泳
げ
る

方
法
を
自
主
的
に
研
究
し
ま
し
た
。
ド
ル
フ
ィ
ン

キ
ッ
ク
の
無
駄
を
な
く
し
た
り
、
ス
ト
ロ
ー
ク
の

回
数
に
気
を
つ
け
た
り
も
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
本
番
で
見
事
世
界
新
記
録
を
樹
立
。「
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
有
森
さ
ん
が
、

自
分
で
自
分
を
誉
め
た
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
表

彰
台
に
立
っ
た
と
き
に
そ
の
気
持
ち
が
よ
く
分

か
っ
た
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
六
月
の
大
会
で
も
世
界
新
記
録
を
狙
い

た
い
と
語
る
石
黒
さ
ん
。
今
後
の
活
躍
に
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

石
黒 

義
雄 

さ
ん

　
　
　（
八
十
歳
／
桜
が
丘
東
二
）

広報あかいわ（平成23年4月号）36


	表紙
	平成23年度施政方針１
	平成23年度施政方針２
	平成23年度施政方針３
	平成23年度施政方針４
	平成23年度施政方針５
	そうだ、桜を見に行こう。１
	そうだ、桜を見に行こう。２
	そうだ、桜を見に行こう。３
	平成22年度公聴事業「おでかけ市長室」
	平成23年度介護保険料の仮徴収について
	公民館へ行こう１
	公民館へ行こう２
	市政トピックス１
	市政トピックス２
	赤磐市まちづくり推進プランを策定１
	赤磐市まちづくり推進プランを策定２
	暮らしのカレンダー１
	暮らしのカレンダー２
	ズームアップ図書館
	わたしのあなたの健康
	情報ボックス１
	情報ボックス２
	情報ボックス３
	情報ボックス４
	情報ボックス５
	情報ボックス６
	スポーツトピックス１
	スポーツトピックス２
	人権コラム
	全国瞬時警報システム「J-ALERT」運用開始
	読者のページ１
	読者のページ２
	まちのわだい１
	まちのわだい２
	「人」いきいき、「まち」きらり

